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白
城
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

平
素
は
、
白
城
会
の
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
令
和
6
年
10
月
開
催
の
白
城
会
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
、
理
事
長
に
再
任
い
た
だ
き
ま
し
た
空
地
（
西
高
27
回
生
）
で
す
。
今
期
も
精
一
杯

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白
城
会
の
先
輩
に
は
、
今
年
生
誕
1
0
0
年
を
迎
え
ら
れ
た
落
語
家
で
人
間
国
宝
の

3
代
目
桂
米
朝
師
匠
や
、
今
年
4
月
か
ら
7
月
ま
で
姫
路
市
立
美
術
館
で
美
術
展
が
開

催
さ
れ
た
世
界
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
高
田
賢
三
さ
ん
を
は
じ
め
、
芸
術
、

文
化
、
芸
能
な
ど
幅
広
い
分
野
で
素
晴
ら
し
い
業
績
を
残
さ
れ
た
方
々
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
す
。
今
年
、
そ
の
系
譜
に
繋
が
る
素
晴
ら
し
い
新
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。
西
高

の
現
役
2
年
生
（
西
高
79
回
生
）
の
炭
﨑
俊
毅
君
が
そ
の
人
で
す
。
今
春
、
日
本
将
棋

連
盟
の
四
段
に
昇
段
し
、
姫
路
市
出
身
と
し
て
は
初
め
て
の
プ
ロ
棋
士
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
の
プ
ロ
棋
士
の
中
で
は
最
年
少
と
の
こ
と
で
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
炭
﨑
君
は
、
棋
士
と
西
高
生
の
両
立
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
白
城
会
と
し
ま
し
て
も
で
き
る
限
り
の
応
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
炭

﨑
君
に
は
、
棋
士
と
し
て
の
厳
し
い
勝
負
の
世
界
と
、
西
高
生
と
し
て
の
楽
し
い
高
校

生
活
を
共
に
満
喫
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
し
、
両
方
の
分
野
で
益
々
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
、
西
高
生
棋
士
炭
﨑
君
の
今
後
の
活
躍

に
注
目
し
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白
城
会
の
運
営
に
関
し
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
の
も
と
、
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
奨
学
寄
付
金
に
つ
き
ま
し

て
も
、
お
か
げ
さ
ま
で
毎
年
予
想
を
上
回
る
寄
付
を
い
た
だ
き
、
播
磨
屋
助
次
郎
財
団

と
協
働
し
て
順
調
に
運
営
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

姫
中
・
西
高
は
、
3
年
後
に
創
立
1
5
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
白
城
会
と
し
ま
し
て

も
、
1
5
0
周
年
に
向
け
て
何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
検
討
し
、
西
高
と
も

意
見
交
換
し
な
が
ら
、
歴
史
と
伝
統
に
ふ
さ
わ
し
い
貢
献
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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ࣄ
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白
城
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
母
校
に
対
し
て
物
心
両
面
で
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
教
職

員
、
在
校
生
一
同
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
校
の
状
況
で
す
が
、
1
4
7
年
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
生
徒
た
ち
の
生
活
は
、

4
月
の
文
化
祭
か
ら
は
じ
ま
り
、東
西
体
育
大
会（
6
月
）、北
海
道
修
学
旅
行（
6
月
）、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修（
7
月
）、
体
育
大
会（
9
月
）、
耐
寒
登
山（
1
月
）、
台

湾
研
修（
3
月
）
へ
と
続
き
、
主
体
的
に
そ
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
部

活
動
で
は
令
和
7
年
7
月
現
在
、
全
国
大
会
に
は
競
技
か
る
た
部
、
写
真
部
、
ギ
タ
ー
・

マ
ン
ド
リ
ン
部
、
文
芸
部
、
音
楽
部
、
放
送
部
が
、
近
畿
大
会
に
は
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
、
陸
上
競
技
部
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
が
出
場
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
放
送

部
は
N
H
K
杯
全
国
高
校
コ
ン
テ
ス
ト
に
兵
庫
県
代
表
と
し
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
に
出

場
し
、
ま
た
、
夏
の
全
国
高
等
学
校
野
球
大
会
の
閉
会
式
の
司
会
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
は
西
高
史
上
初
の
大
役
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
部
活
動
レ
ベ
ル
を
超
え
現

役
最
年
少
の
プ
ロ
棋
士
（
四
段
）
が
2
年
生
徒
か
ら
誕
生
し
ま
し
た
。

学
業
面
で
は
、
令
和
7
年
3
月
末
に
文
部
科
学
省
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
の
Ⅱ
期
目
（
5
年
間
）
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、「
未
踏
の
『
知
』

を
あ
く
な
き
探
究
心
で
切
り
拓
く
科
学
技
術
系
人
材
の
育
成
〜
姫
路
西
築
城
メ
ソ
ッ
ド

の
開
発
〜
」
で
す
。
教
室
を
飛
び
出
し
て
本
物
に
触
れ
る
こ
と
で
好
奇
心
や
探
究
心
を

揺
さ
ぶ
る
こ
と
を
重
視
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
学
、
企
業
等
と
の
連
携
を
深
め
、
探

究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本
校
の
特
色
と
し
て
国
際
交
流
に
も
力
を
注

い
で
お
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
台
湾
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
大
和
工
業
㈱
の
ご
支
援
を

得
て
タ
イ
で
の
研
修
も
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
途
中
か
ら
始
ま
っ
た
制
服
・
私

服
の
併
用
は
、
今
年
度
か
ら
校
則
を
変
更
し
、
通
年
で
私
服
着
用
可
（
た
だ
し
式
典
等

は
制
服
着
用
）
と
し
、
生
徒
は
気
候
や
T
P
O
等
に
応
じ
た
服
装
で
、
の
び
の
び
と
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
伝
統
に
学
び
な
が
ら
も
、
つ
ね
に
新
し
く
時
代
を
牽
引
す

る
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
に
教
職
員
、
在
校
生
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
母
校
に
対
し
て
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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西
高（
姫
中
）の
先
輩

原
爆
症
の
父
・
都
築
正
男
博
士

2
0
2
5
年
₆
月
24
日
、
N
A

T
O
首
脳
会
議
で
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
は
「
広
島
・
長
崎
の
例
も
挙

げ
た
く
な
い
が
、
あ
の
戦
争
を
終

結
さ
せ
た
の
と
本
質
的
に
同
じ
事

だ
」
と
述
べ
た
。
だ
が
、
日
本
政

府
は
何
も
抗
議
し
な
か
っ
た
。

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か

ら
80
年
、
ま
た
8
月
₆
日
が
や
っ

て
き
た
。
姫
路
出
身
の
都
築
正

男
・
東
京
帝
国
大
学
教
授
が
被
災

者
の
た
め
に
活
動
し
「
原
爆
症
の

父
」
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
る
姫
路
市
民
は
少
な
い
。

2
0
2
4
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
は
日
本
被
団
協
（
日
本
原
水
爆

被
害
者
団
体
協
議
会
）
が
受
賞
し

た
。
こ
の
団
体
は
1
9
5
4
年
、

ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ビ
キ
ニ
環
礁
で

の
水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
が
死

の
灰
を
浴
び
た
こ
と
で
原
水
爆
禁

止
の
機
運
が
高
ま
り
、
1
9
5
₆

年
に
原
爆
被
爆
者
の
全
国
組
織
と

し
て
結
成
さ
れ
た
。

1
9
5
1
年
に
独
立
を
回
復
前

は
G
H
Q
に
よ
り
、
原
爆
被
害
の

報
道
は
検
閲
を
受
け
て
い
た
。
日

本
人
は
こ
の
頃
ま
で
原
爆
の
惨
状
、

真
の
姿
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

私
は
日
本
医
史
学
会
の
評
議
員

に
推
薦
さ
れ
、
そ
の
記
念
と
し

て
、「
都
築
正
男
博
士
と
原
爆
症
」

（
日
本
医
史
学
雑
誌
、
₆9
巻
1
号
、

2
0
2
3
年
）
を
投
稿
し
た
。

2
0
2
4
年
1
月
21
日
、
県

立
姫
路
西
高
等
学
校
の
同
窓
会

（
1
9
₆
9
年
卒
業
）
が
あ
り
出

席
し
、
同
窓
会
誌
に
投
稿
の
依
頼

を
受
け
た
。
都
築
博
士
は
姫
路
西

高
の
前
身
で
あ
る
姫
路
中
学
校
卒

業
で
、
我
々
の
大
先
輩
で
あ
る
。

Ổ
౎
ங
ਖ਼
உ
ത
࢜
ɾ
ུ
ྺ
Ổ

都
築
家
の
家
系
は
姫
路
藩
（
酒

井
氏
）
の
藩
士
で
あ
る
。
都
築
博

士
の
父
・
宗
正
は
陸
軍
軍
医
で

あ
っ
た
が
、
退
官
後
に
姫
路
市
光

源
寺
町
前
38
番
地
（
現
・
東
駅

前
町
）
で
開
業
し
た
。

1
8
9
2
年
（
明
治
25
）
10
月

20
日
、
都
築
正
男
博
士
は
父
・
宗

正
、
母
・
と
し
の
8
人
兄
弟
の
長

男
と
し
て
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
。

県
立
姫
路
中
学
校
（
現
・
県
立
姫

路
西
高
校
）、
第
一
高
等
学
校
卒

業
後
、
東
京
帝
国
大
学
・
医
学
部

に
入
学
し
た
。

1
9
1
7
年
、
同
大
学
卒
業
、

大
学
院
進
学
、
海
軍
医
学
校
に
も

籍
を
置
い
た
。
軍
医
学
校
で
は
レ

ン
ト
ゲ
ン
線
障
害
を
論
文
に
ま
と

め
た
こ
と
が
、
都
築
博
士
の
将
来

を
決
定
づ
け
た
。
そ
の
実
験
と
は

高
線
量
の
Ｘ
線
を
ウ
サ
ギ
に
当

て
、
そ
の
変
化
を
視
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。

彼
は
原
子
爆
弾
投
下
の
ず
っ
と

後
に
な
っ
て
、
こ
の
時
の
Ｘ
線
の

実
験
を
次
の
様
に
回
想
し
て
い
る
。

「
こ
の
研
究
を
ア
メ
リ
カ
で
発

表
す
る
と
、
今
で
は
珍
し
く
は
な

い
が
、
当
時
は
Ｘ
線
を
、
頭
な
ら

頭
だ
け
、
足
な
ら
足
だ
け
と
い
う

風
に
、
局
部
的
に
し
か
か
け
た
こ

と
が
な
か
っ
た
か
ら
、
動
物
の
頭

西
高（
姫
中
）の
先
輩

原
爆
症
の
父
・
都
築
正
男
博
士

西
高（
姫
中
）の
先
輩

原
爆
症
の
父
・
都
築
正
男
博
士

い
い
づ
か
眼
科
院
長

൧い
い

௩ͮ
か

मし
ỵ
う

ͧࡾ
う

（
西
高
21
回
）

都築正男博士
（姫中21回）

【郷土雑誌 BanCul より】
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か
ら
尻
尾
ま
で
一
度
に
か
け
る
こ

と
が
非
常
に
珍
し
く
て
、
そ
れ
だ

け
反
響
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
」

Ổ
޿
ౡ
ݪ
ര
౤
Լ
ޙ
ͷ

౎
ங
ത
࢜
ͷ
଍
੻
Ổ

《
8
月
16
日
》

東
京
帝
国
大
学
附
属
病
院
で
都

築
博
士
は
、
広
島
の
被
爆
者
女

性
・
仲
み
ど
り
さ
ん
を
診
察
し
て
、

カ
ル
テ
に
「
原
子
爆
弾
症
」
と
記

載
し
た
。
彼
女
は
日
本
移
動
劇
団

「
櫻
隊
」の
団
員
で
、爆
心
地
よ
り

7
0
0
ｍ
の
広
島
市
堀
河
町
で
被

爆
し
た
。
そ
し
て
8
月
24
日
に
死

去
し
た
。

《
8
月
29
日
》

都
築
博
士
が
率
い
る
東
大
調
査

団
は
東
京
を
列
車
で
出
発
し
、
広

島
へ
到
着
し
た
の
は
翌
30
日
で

あ
っ
た
。

《
9
月
1
日
》

彼
は
広
島
陸
軍
病
院
宇
品
分
院

の
資
料
を
ま
と
め
「
原
子
爆
弾
症

の
療
養
方
針
」
を
発
表
し
た
。

《
9
月
3
日
》

都
築
博
士
は
広
島
県
主
催
「
原

子
爆
弾
症
講
演
会
」
に
医
師
30
名

と
と
も
に
出
席
、
被
爆
後
初
め
て

の
治
療
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

《
9
月
7
日
》

米
国
原
爆
災
害
調
査
団
と
と
も

に
飛
行
機
で
岩
国
に
降
り
立
ち
、

翌
日
広
島
に
入
っ
た
。

《
9
月
10
日
》

大
野
陸
軍
病
院
に
米
国
原
爆
災

害
調
査
団
を
案
内
し
被
爆
者
を
訪

ね
た
。

《
10
月
1
日
》

都
築
博
士
は
「
所
謂
原
子
爆
弾

症
に
就
い
て
」
綜
合
医
学
、
2
巻

14
号
に
発
表
し
た
。
そ
れ
を
報
じ

る
新
聞
が
そ
の
ゲ
ラ
刷
り
の
段
階

で
プ
レ
ス
コ
ー
ド
の
横
や
り
が

入
っ
た
。
活
字
の
上
に
ベ
タ
活
字

で
ふ
み
つ
ぶ
す
「
い
わ
ゆ
る
黒
ベ

タ
」
を
用
い
た
。
あ
か
ら
さ
ま
な

検
閲
で
あ
っ
た
。

《
11
月
30
日
》

「
日
本
学
術
研
究
会
議
・
原
子

爆
弾
災
害
調
査
研
究
特
別
委
員

会
」
の
第
1
回
総
会
報
告
が
東
大

で
行
わ
れ
た
。

G
H
Q
は
、
日
本
の
科
学
者
に

対
し
、
医
学
的
研
究
を
含
む
原
子

力
研
究
を
禁
止
し
た
。
さ
ら
に
占

領
軍
は
、
原
爆
症
の
医
学
研
究
の

研
究
も
禁
止
す
る
と
厳
命
し
た
。

都
築
博
士
は
「
広
島
と
長
崎
で

は
、
私
が
い
ま
こ
こ
で
発
言
し
て

い
る
こ
の
瞬
間
に
お
い
て
も
、
多

数
の
人
が
原
爆
症
の
た
め
に
、

次
々
死
亡
し
つ
つ
あ
る
。
原
爆
症

は
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
新

し
い
疾
患
で
、
そ
の
本
体
を
究
明

し
な
い
こ
と
に
は
、
治
療
を
お
こ

な
う
方
法
が
な
い
。
た
と
い
進
駐

軍
の
命
令
で
あ
っ
て
も
、
医
学
上

の
問
題
に
つ
い
て
、
研
究
発
表
を

禁
止
す
る
こ
と
は
人
道
上
許
し
が

た
い
」
と
抗
議
し
た
。

Ổ
࢒
ཹ
์
ࣹ
ઢ
ʹ
ର
͢
Δ

ถ
ࠃ
ͷ
ݟ
ղ
Ổ

初
期
放
射
線
（
瞬
間
放
射
線
）

／
爆
発
か
ら
1
分
以
内
に
、
空
中

か
ら
降
り
注
い
だ
放
射
線
を
瞬
間

放
射
線
と
呼
び
、
そ
の
本
体
は
主

と
し
て
ガ
ンマ
線
と
中
性
子
で
あ
る
。

都
築
博
士
は
残
留
放
射
能
に
よ

る
後
遺
症
と
し
て
、
白
血
病
、
貧

血
、
白
内
障
、
不
妊
症
、
発
達
障

害
の
後
遺
症
を
認
め
て
い
る
。
さ

ら
に
そ
の
後
の
、
易
疲
労
性
、
記

憶
力
減
退
、
胃
腸
障
害
な
ど
の
症

状
に
「
慢
性
原
爆
症
」
の
概
念
を

提
唱
し
た
。

Ổ
౦
େ
ࣙ
৬
ޙ
ͷ

౎
ங
ത
࢜
ͷ
׆
༂
Ổ

《
1
9
4
6
年
8
月
3
日
》

終
戦
後
1
年
が
き
て
都
築
博
士

は
軍
医
で
あ
っ
た
と
し
て
、
公
職

追
放
が
決
ま
り
、
東
京
大
学
を
教

授
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
表
向
き
の

理
由
は
前
述
の
よ
う
で
あ
っ
た

が
、
本
当
の
ね
ら
い
は
、
同
教
授

が
G
H
Q
の
「
被
爆
者
の
傷
は
半

年
後
に
全
快
す
る
と
発
表
せ
よ
」

と
い
う
強
制
を
拒
否
し
た
た
め
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

都
築
博
士
は
「
日
本
側
の
報
告

を
自
国
の
学
術
雑
誌
に
プ
レ
ス
コ
ー

ド
を
外
し
て
掲
載
し
て
欲
し
い
」

と
願
う
日
本
の
医
師
た
ち
の
希
望

を
実
現
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。

Ổ
ϓ
Ϩ
ε
ί
ồ
υ

ớ
ݕ
Ӿ
߲
໨
ỜΛ
Ί
͙
ỳ
ͯ
Ổ

9
月
15
日
、
朝
日
新
聞
は
鳩
山

一
郎
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
『
米

国
に
よ
る
原
子
爆
弾
の
使
用
に
よ

り
何
の
罪
も
な
い
国
民
殺
傷
が
、

毒
ガ
ス
使
用
以
上
の
国
際
法
違

反
、
戦
争
犯
罪
で
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
で
き
る
だ
け
多
く

の
米
人
に
被
災
地
の
惨
状
を
視
察

さ
せ
、
彼
ら
の
行
為
に
対
す
る
復

償
の
念
と
復
興
の
責
任
を
自
覚
さ

せ
る
こ
と
』の
記
事
を
掲
載
し
た
。

G
H
Q
は
、
9
月
18
日
よ
り
48

時
間
、
朝
日
新
聞
の
発
行
を
停
止

さ
せ
た
。

1
9
5
0
年
9
月
19
日
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
10
項
目
の
プ
レ
ス

コ
ー
ド
を
発
表
し
、
検
閲
を
開
始

し
た
。
原
爆
に
関
す
る
報
道
は
、

こ
れ
に
該
当
し
た
。
こ
れ
以
後
、

1
9
5
3
年
4
月
に
占
領
期
間
が

終
わ
り
、
日
本
が
主
権
を
回
復
す

る
ま
で
原
爆
の
惨
状
は
報
道
さ
れ

な
か
っ
た
。

い
い
づ
か

し
ゅ
う
ぞ
う

1
9
5
0
年

姫
路
市
八
代
南
ノ
町
生
ま
れ

1
9
6
9
年

姫
路
西
高
卒
業

1
9
7
0
年

大
阪
大
学
医
学
部
入
学

1
9
7
6
年

同
卒
業

1
9
8
1
年

医
学
部
文
部
教
官
・
助
手

1
9
8
4
年

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ウ
ン
ト
サ
イ

ナ
イ
医
科
大
学
留
学
（
2
年
間
）

1
9
8
6
年

明
和
病
院
・
眼
科
部
長

2
0
0
1
年

い
い
づ
か
眼
科
開
業

　
　
　
　
　
（
J
R
西
宮
駅
南
口
）

൧
௩
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白
城
会
の
み
な
さ
ま
。
西
高
38

回
生
の
尾
上
英
雄
で
す
。
白
城
会

通
信
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
私

が
勤
め
て
お
り
ま
す
グ
ロ
ー
リ
ー

株
式
会
社
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
リ
ー
株
式
会
社
は
1
9

1
8
年
に
電
球
の
製
造
装
置
の
修

理
会
社
と
し
て
創
業
し
今
年
で

1
0
7
年
に
な
り
ま
す
。
今
で
は

姫
路
を
代
表
す
る
企
業
の
一
つ
に

成
長
し
て
「
通
貨
処
理
機
の
パ
イ

オ
ニ
ア
」
と
自
ら
を
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
創
業
当
初
は
製
造
装
置
の

修
理
と
い
う
全
く
別
の
事
業
を
営

む
小
さ
な
会
社
で
し
た
。
創
業
者

の
三
男
で
あ
り
2
代
目
社
長
で
あ

る
私
の
祖
父
の
尾
上
壽
作
（
姫
中

33
回
生
）
が
、
会
社
経
営
の
安
定

化
の
た
め
に
自
社
開
発
製
品
を
何

と
し
て
も
成
功
さ
せ
た
い
と
の
強

い
意
志
を
持
っ
て
1
9
5
0
年
に

硬
貨
計
数
機
の
国
産
第
一
号
機
を

完
成
さ
せ
た
の
を
皮
切
り
に
、
自

動
販
売
機
や
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
な

ど
の
新
製
品
を
次
々
と
生
み
出
し

た
こ
と
で
、
現
在
の
会
社
の
形
が

作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
で
は

日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
中
の

1
0
0
カ
国
以
上
の
金
融
機
関
や

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
小
売
業
、

飲
食
店
等
で
グ
ロ
ー
リ
ー
の
通
貨

処
理
機
や
自
動
サ
ー
ビ
ス
機
器
等

が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
リ
ー
は
、「
新
し
い
技

術
と
製
品
を
常
に
開
発
し
、
世
の

中
に
送
り
出
し
続
け
る
。」
こ
と

が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
を
通
じ
て
社
会
の
進
歩
発
展

に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
き
ま
し
た
。
硬
貨
計
数
機
の

国
産
第
一
号
機
を
世
に
送
り
出
し

て
以
降
、
グ
ロ
ー
リ
ー
が
培
っ
て

き
た
の
は
紙
幣
・
硬
貨
を
正
確
に

見
分
け
る
「
認
識
・
識
別
技
術
」

と
紙
幣
・
硬
貨
を
一
枚
ず
つ
正
確

か
つ
高
速
に
処
理
す
る
「
メ
カ
ト

ロ
技
術
」
で
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
コ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応
用
・

発
展
さ
せ
た
顔
認
証
な
ど
の
バ
イ

オ
メ
ト
リ
ク
ス
分
野
の
研
究
・
技

術
開
発
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
通
貨
の
認
識
・
識

別
技
術
や
顔
認
証
を
含
め
た
幅
広

い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
技
術
を
追
求

し
続
け
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
暮

ら
し
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で
の
安

心
で
確
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
お
客
さ
ま
や
社

会
の
ニ
ー
ズ
の
実
現
に
挑
戦
し
、

お
客
さ
ま
の
満
足
と
信
頼
を
勝
ち

取
る
こ
と
も
グ
ロ
ー
リ
ー
の
重
要

な
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
2
0
2
4
年
7
月
3
日
に
日

本
で
は
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
前
に
日
本
で
紙
幣
が
発

行
さ
れ
て
か
ら
20
年
振
り
の
新
紙

幣
発
行
に
な
り
ま
し
た
が
、
特
に

ス
ー
パ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
の
小
売
店
で
の
通
貨
処
理

機
の
数
は
20
年
前
と
比
べ
て
飛
躍

的
に
増
加
し
て
お
り
、
お
客
さ
ま

の
事
業
や
社
会
活
動
を
円
滑
に
進

め
な
が
ら
こ
れ
ら
の
機
械
を
混
乱

な
く
新
紙
幣
に
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新

紙
幣
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
発
行

さ
れ
た
そ
の
日
か
ら
新
し
い
紙
幣

を
認
識
・
識
別
し
て
正
常
な
紙
幣

と
し
て
取
り
扱
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
サ
ン
プ
ル
紙
幣
の
デ
ー
タ
か

ら
の
認
識
・
識
別
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

の
開
発
、
市
場
で
稼
働
し
て
い
る

機
械
に
新
し
い
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
改
造
作
業
、

新
紙
幣
発
行
を
機
に
新
し
い
機
械

へ
買
い
替
え
る
需
要
対
応
等
、
一

つ
一
つ
の
作
業
を
正
確
に
実
施
し

て
い
か
な
け
れ
ば
お
客
さ
ま
の
満

足
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
客
さ
ま
か
ら
す
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル

な
く
新
し
い
紙
幣
を
処
理
で
き
て

当
た
り
前
で
す
が
、
技
術
力
を
結

集
し
て
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
寄

り
添
い
、
結
果
と
し
て
、
今
ま
で

世
の
中
に
流
通
し
て
い
な
か
っ
た

紙
幣
を
発
行
当
日
か
ら
正
確
に
処

理
す
る
機
械
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
あ
る
程
度
満

足
を
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

新
紙
幣
発
行
に
際
し
て
は
多
く

の
需
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
日
本
国
内
の
市
場
規
模
は

今
後
縮
小
に
向
か
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
中
で
も
成
長
を
し
続
け

る
こ
と
は
企
業
と
し
て
生
き
残
る

た
め
に
も
安
心
で
確
か
な
社
会
づ

く
り
に
貢
献
を
続
け
る
た
め
に
も

姫
路
か
ら
世
界
へ

姫
路
か
ら
世
界
へ

姫
路
か
ら
世
界
へ

グ
ロ
ー
リ
ー
株
式
会
社
取
締
役
副
社
長

ඌお
の

্え

英ͻ
で

༤お

（
西
高
38
回
）
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西高
2

西
高
2
回
生
だ
よ
り

早
く
も
一
年
、
白
城
会
通
信
の

記
事
を
書
く
時
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
私
事
で
す
が
昨
年
数
回
心
不

全
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
ご
無
沙

汰
に
な
り
ま
し
た
。
何
も
皆
様
方

と
の
連
絡
も
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た

あ
し
か
ら
ず
。

令
和
五
年
に
上
野
健
さ
ん
が
亡
く

な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す
。

৿

๛

姫中61
西高3

姫
中
６１
ظ
生

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
だ
よ
り

西
高
ú
回
生

折
半
交
流
で
東
高
3
回
生
と

な
っ
た
人
が
、
卒
後
の
平
成
11

年
（
西
暦
1
9
9
9
年
）
に
結
成

し
た
「
ま
が
り
会
」
の
会
員
の
減

少
か
ら
女
子
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
、
本
年
か
ら
数
名
の
参
加
を
得

ま
し
た
。
来
年
の
予
定
は
1
・

5
・
9
月
の
3
回
を
山
陽
百
貨
店

6
階
の
「
和
食
料
理
か
い
と（
海

玄
）」
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

一
度
参
加
を
し
て
み
よ
う
と

思
わ
れ
ま
し
た
ら
幹
事
役
の
髙

谷
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
電
話
は
0
7
9

－

2
9
2

－

2
4
8
2
で
す
。

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
は
61
期
で

は
萩
原
弘
一
君
、
平
井
徹
也
君
、

西
高
で
は
水
谷
澄
君
、
中
山
尚
子

さ
ん（
旧
姓
大
西
）
で
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。（
合
掌
）
∁
୩
೔
ग़
உ

西高
4

西
高
4
回
生
だ
よ
り

4
回
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

6
月
の
幹
事
会
に
出
席
し
ま
し

た
。一
番
前
の
テ
ー
ブ
ル
で
し
た
。

高
齢
者
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
自
覚
は
し
て
い
る
も
の
の
、

元
気
に
参
加
で
き
る
こ
と
も
実
感

し
ま
し
た
。

白
城
会
の
集
ま
り
で
は
、
懐
か

し
い
話
も
出
て
、
久
し
ぶ
り
に
心

躍
る
気
持
ち
で
参
加
し
、
後
輩
の

活
躍
を
伺
い
ま
し
た
。
新
聞
で

も
、
将
棋
に
野
球
に
と
活
躍
を
見

て
は
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
同
期

会
で
は
な
か
な
か
集
ま
る
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
。

通
信
を
読
ん
で
、
少
人
数
で
も

「
顔
を
合
わ
そ
う
や
」
と
い
う
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
連
絡
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
「
憎

ま
れ
っ
子
世
に
は
ば
か
る
」
と
元

気
に
会
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ҫ
্
හ
߂

西高
5

西
高
5
回
生
だ
よ
り

暑
い
夏
、
5
回
生
の
皆
様
、
如

何
お
過
ご
し
で
す
か
？
姫
路
で
は

毎
月
第
3
水
曜
日
に
、
昼
食
会
を

や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
参
加
者
が

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

毎
月
に
す
る
か
ど
う
か
等
、
検
討

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

0
8
0
Ổ
5
6
3
0
Ổ
5
8
6
4

૿
ా
ః
༤

西高
6

西
高
６
回
生
の
ू
い

令
和
7
年
五
月
晴
れ
の
朝
、
90

歳
の
元
気
な
同
級
生
の
男
女
18
名

必
須
で
す
。
そ
の
た
め
グ
ロ
ー

リ
ー
は
海
外
事
業
の
拡
大
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
2
0
1
2
年
に
イ

ギ
リ
ス
に
本
社
が
あ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
で
あ
り
競
合
企
業
で
あ
っ

たT
alaris

社
を
買
収
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
い
く
つ
か
の
欧
米
の

会
社
を
買
収
す
る
こ
と
で
海
外
事

業
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
2
0
2
5
年
度
に
は
海
外

事
業
の
売
上
が
連
結
売
上
の
6
割

を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
拡
大
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
海
外
事
業
を
成

長
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
益
々
伸
ば
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず

海
外
に
お
い
て
も
社
会
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
は
加
速
度
的
に
進
ん

で
お
り
、
国
内
外
と
も
に
通
貨
処

理
機
の
需
要
は
今
後
減
少
し
て
い

く
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
グ
ロ
ー
リ
ー
の
技
術
と
の
相

乗
効
果
の
あ
る
通
貨
処
理
以
外
の

事
業
領
域
に
お
い
て
安
心
で
確
か

な
社
会
づ
く
り
に
役
立
て
る
技
術

を
持
つ
会
社
の
買
収
も
国
内
外
で

進
め
て
い
ま
す
。
今
ま
で
グ
ロ
ー

リ
ー
は
通
貨
処
理
技
術
を
通
じ
て

お
客
さ
ま
や
社
会
の
安
心
・
確
実

に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
に
お
い

て
も
、
通
貨
処
理
の
み
な
ら
ず

様
々
な
領
域
で
社
会
の
安
心
に
つ

な
が
る
よ
う
な
技
術
・
製
品
開
発

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

旧
制
姫
路
中
学
・
姫
路
西
高
の

卒
業
生
の
み
な
さ
ま
の
中
に
は
日

本
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
や
世
界
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま

す
。
た
だ
、
活
躍
の
場
が
広
く
大

き
く
な
る
に
つ
れ
て
ど
う
し
て
も

姫
路
か
ら
離
れ
た
場
所
を
拠
点
と

し
て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
現
実
で
す
。
グ
ロ
ー
リ
ー
は

今
ま
で
の
1
0
0
年
以
上
に
わ
た

り
、
姫
路
を
中
心
と
し
た
地
域
社

会
や
人
々
に
育
て
て
い
た
だ
き
、

姫
路
と
い
う
地
域
に
根
差
し
て
成

長
し
て
き
ま
し
た
。
社
員
の
中
に

は
大
学
や
社
会
人
を
他
の
地
域
で

過
ご
し
た
後
に
姫
路
に
帰
っ
て
来

ら
れ
た
姫
路
出
身
の
方
も
た
く
さ

ん
お
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
姫
路

と
い
う
場
所
で
人
を
育
て
て
、
技

術
は
開
発
し
て
、
世
界
と
戦
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
少
し
で
も
育
て
て
い
た
だ
い

た
姫
路
の
地
域
社
会
に
対
す
る
恩

返
し
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
と
思
い

ま
す
。
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が
大
阪
の
ホ
テ
ル
に
一
年
ぶ
り
に

集
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
快
く
幹
事

を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
方
の
お

陰
で
す
。
70
年
ほ
ど
前
の
懐
か
し

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
わ
し
一
人
ず

つ
の
愉
快
な
ス
ピ
ー
チ
に
感
動
し

ま
し
た
。

一
番
深
い
思
い
出
は
10
年
前
、

西
高
の
校
歌
「
友
に
あ
た
う
」
を

甲
子
園
球
場
を
借
り
切
っ
て
50
名

で
声
高
ら
か
に
合
唱
し
た
こ
と
で

す
。
A
B
C
T
V
局
の
取
材
が
あ

り
T
V
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
最

近
西
高
の
野
球
部
も
強
く
な
り
甲

子
園
に
出
場
で
き
る
日
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
西

高
!!

দ
ా
ح
ٱ
ࢠ

西高
7

西
高
7
回
生
の
皆
様
へ

私
達
は
昭
和
30
年
（
1
9
5
5

年
）
に
卒
業
し
ま
し
た
の
で
今
年

令
和
7
年
（
2
0
2
5
年
）
で
卒

業
70
年
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
記

念
し
令
和
7
年
5
月
9
日
㈮
ホ
テ

ル
日
航
姫
路
で
最
終
の
七
城
会
同

窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者

は
東
京
か
ら
の
青
木
正
博
、
桂
伸

光
両
氏
を
含
め
男
性
15
名
、
女
性

13
名
の
計
28
名
で
、
楽
し
く
有
意

義
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
卒
業
時

は
男
性
2
3
0
名
、
女
性
1
6
2

名
の
計
3
9
2
名
で
し
た
が
、
既

に
男
性
は
1
3
2
名
、
女
性
は
60

名
の
計
1
9
2
名
と
約
半
数
程
の

学
友
が
他
界
さ
れ
て
お
り
、
不
明

者
等
30
名
を
除
く
と
確
認
で
き
る

の
は
1
7
0
名
と
な
り
さ
み
し
く

な
り
ま
し
た
。

今
後
、
同
窓
会
は
開
催
で
き
ま

せ
ん
が
、
学
友
各
位
の
消
息
情
報

等
を
取
り
ま
と
め
連
絡
す
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
幹

事
団
の
本
間
、
吉
田
、
桂
、
福
永

（
以
上
男
性
）、
前
川
、
吉
村
、
石

田
（
以
上
女
性
）
の
皆
さ
ん
に
情

報
等
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

ຊ
ؒ
݈
Ұ

西高
8

西
高
8
回
生
だ
よ
り

8
回
生
の
皆
さ
ん
如
何
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

お
互
い
に
体
力
的
限
界
を
感
じ

な
が
ら
も
、
ご
健
勝
の
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

我
々
の
最
後
の
「
卒
寿
の
同
窓

会
」
を
来
年
度
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
正
式
な
日
程
が
決

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

決
ま
り
次
第
ご
連
絡
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
元
気
で
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

幹
事

ࠤ
ഢ
෢
඙

西高
9
₉
回
生
会
合
の
お
知
ら
せ

姫
路
や
東
京
で
は
9
回
生
の
集

ま
り
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

姫
路
は
奇
数
月
9
日
に
ホ
テ
ル

日
航
姫
路
2
階
「
桃
李
」
で
12
時

か
ら
14
時
迄
昼
食
会
。
予
約
な
し

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

東
京
は
偶
数
月
第
2
木
曜
日
12

時
か
ら
14
時
半
迄
昼
食
会
。
場
所

は
新
宿
「
玄
菜
」。
10
月
9
日
は

「
米
寿
の
会
」
予
定
。
関
東
地
区

新
年
会
は
毎
年
1
月
24
日
。
場
所

は
渋
谷
区
代
々
木
「
代
々
木
倶
楽

部
」。
東
京
の
連
絡
担
当
は
福
井

武
義
兄

ί
0
8
0

ʵ

3
6
0
1

ʵ

6
0
2
5

今
年
4
月
に
は
姫
路
美
術
館

髙
田
賢
三
展
の
イ
ベ
ン
ト
に
今
井

信
吾
兄
が
来
ら
れ
、
9
回
生
も
多

数
参
集
し
ま
し
た
。

޹
ڮ
໌
ࢠ

西高
10

西
高
10
回
生
だ
よ
り

去
る
4
月
24
日
、
丹
波
市
氷
上

町
の
ザ
・
サ
イ
プ
レ
ス
ゴ
ル
フ
場

で
、
二
度
目
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
達
成
し
ま
し
た
。
姫
信
本
店
の

ゴ
ル
フ
大
会
で
す
。
そ
の
ゴ
ル
フ

場
は
35
年
前
オ
ー
プ
ン
、
板
文
が

家
具
一
式
を
納
入
し
た
所
で
す
。

当
時
は
、
入
江
勉
プ
ロ
が
支
配
人

で
何
回
と
な
く
プ
レ
ー
し
ま
し

た
。
運
よ
く
保
険
に
入
っ
て
い
た

の
で
記
念
品
を
贈
っ
た
所
で
す
。

一
回
目
は
17
年
前
に
姫
路
キ

ヤ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
の
会
で
、
熊
本

の
阿
蘇
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
す
。

こ
の
祝
賀
会
は
姫
路
キ
ヤ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル
で
盛
大
に
や
り
ま
し
た
。

今
年
の
訃
報
は
千
葉
県
の
芦
谷

（
佐
伯
）
民
枝
さ
ん
一
人
で
す
。

ར
҆

෢

西高
11
西
高
11
回
生
訃
報
・
不
明
者

早
速
で
す
が
訃
報
。
天
野
邦

子
、
金
谷（
奥
田
）孝
行
、
武
田
弘
、

中
川（
木
村
）節
子
、
水
谷
満
幸
、

八
部
務
、
横
山
忠
義
、
米
田
浩
之

の
皆
様
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
最
近
の
白
城
会
名
簿
で

は
、
島
田（
藤
岡
）紀
美
子
、
菅
野

桂
子
、
関
口（
尾
田
）寿
子
、
長
川

（
大
森
）昭
子
、
仁
科
邦
昭
、
増
田

哲
也
の
皆
様
が
不
明
と
な
っ
て
い

ま
す
。

我
々
11
回
生
も
、
既
に
84
歳
を

過
ぎ
、
逝
去
・
転
居
に
つ
い
て
、

ご
連
絡
い
た
だ
け
な
い
こ
と
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
も
し
お
心

当
た
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
白
城

会
の
方
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

த
ଜ

ᰉ

西高
12

西
高
12
回
生
だ
よ
り

12
回
生
の
皆
様
、
齢
を
重
ね
、

和
や
か
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
5
年
毎
の
姫
路

西
高
12
回
生
同
窓
会
も
目
標
の
60

回
を
超
え
ま
し
た
が
、
ご
要
望
も

あ
り
近
年
は
毎
年
開
催
し
ま
し
た

の
で
全
62
回
に
達
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
第
1
回
目
は
卒

業
20
周
年
記
念
と
し
て
昭
和
55
年

4
月
13
日
に
新
築
な
っ
た
姫
路
西

高
百
周
年
記
念
館
に
て
盛
大
に
開

催
し
、
大
型
の
壁
掛
け
時
計
を
会

館
に
寄
付
を
い
た
し
ま
し
た
。

以
来
約
45
年
間
、
昨
年
の
同
窓

会
に
て
会
計
担
当
の
嵐
員
章
君
が

ご
説
明
し
ま
し
た
よ
う
に
最
終
回

と
い
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
最
終
残
高
は
11
万
7
千
円

と
な
り
ま
す
。
世
話
役
一
同
で
相

談
し
ま
し
て
、
こ
の
全
額
を
後
輩

達
の
た
め
に
「
白
城
会
奨
学
金
」

に
寄
付
を
い
た
し
ま
し
た
。
以
上

で
同
窓
会
会
計
の
最
終
処
理
と
し

ま
す
。
こ
の
白
城
会
通
信
に
て
ご

報
告
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
ご
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

永
ら
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ࡾ
୐
Ұ
߂

西高
13

西
高
1３
回
生
だ
よ
り

13
回
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
に

お
過
ご
し
で
す
か
。

西
高
13
回
生
学
年
同
窓
会
は

2
0
1
7
年
開
催
以
降
コ
ロ
ナ
禍

で
長
期
間
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
2
0
2
4
年
10
月
3

日
、
ホ
テ
ル
日
航
姫
路
で
学
年
同

窓
会
・
二
次
会
、
翌
4
日
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
計
画
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
同
窓
会
…
男
性
31
名
・
女
性

36
名
／
計
67
名
、
二
次
会
…
44
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名
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
…
11
名
と
多

数
の
参
加
が
あ
り
盛
大
に
開
催
し

ま
し
た
。

同
窓
会
は
記
念
撮
影
、
黙
祷
の

後
、
同
窓
会
及
び
二
次
会
の
式
次

第
順
に
実
施
し
ま
し
た
。
黙
祷
で

は
前
回
開
催
以
降
に
逝
去
さ
れ
た

江
口
代
表
幹
事
他
30
余
名
の
同
窓

生
を
偲
び
、
参
加
者
全
員
で
黙

祷
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し

た
。
ま
た
同
窓
会
・
二
次
会
と
も

楽
し
い
話
が
弾
み
終
始
盛
況
で
し

た
。今

後
も
皆
さ
ん
と
再
会
を
楽
し

み
に
米
寿
を
目
指
し
て
健
康
で
有

意
義
な
日
々
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

学
年
幹
事
一
同

໔
ా

൏

西高
14

10
月
25
日
㈯
の
同
窓
会

ラ
ン
チ
同
窓
会
を
こ
の
10
月
25

日
㈯
に
開
催
し
ま
す
。
第
8
回
で

す
。
一
昨
年
で
周
年
は
終
わ
り
14

回
生
が
集
ま
る
の
は
ラ
ン
チ
同
窓

会
の
み
で
す
。
昨
年
の
第
7
回
は

64
名
の
参
加
で
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

写
真
は
「
14
回
生
旗
」
の
も
と

校
歌
・
応
援
歌
を
歌
う
4
組
の
方

で
す
。

個
々
の
方
へ
の
文
書
で
の
ご
案

内
は
し
ま
せ
ん
、
組
幹
事
さ
ん
が

ま
と
め
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ࡾ
୐
ହ
߂

西高
15

15
回
生
の
皆
様
へ

歳
を
重
ね
る
と
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ

（
今
日
用
事
が
あ
る
こ
と
）と
キ
ョ

ウ
イ
ク
（
今
日
行
く
所
が
あ
る
こ

と
）
が
大
事
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
や
か
な
人
生
を

送
る
た
め
に
は
何
事
に
も
興
味
を

持
ち
い
ろ
ん
な
所
へ
行
く
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

15
回
生
は
毎
月
5
日
に
大
多
保

行
さ
ん
の
お
世
話
で
カ
ラ
オ
ケ
と

お
喋
り
の
集
い
を
、
ま
た
15
日
に

は
松
井
慶
子
さ
ん
の
お
世
話
で
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
山
名
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ࢁ
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西高
16

西
高
16
回
生

「
日
々
是
好
日
」

16
回
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
お

過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
、
私
た
ち
は
「
満
80
歳
傘

寿
」
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
ま

す
。
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
で
す
。

思
え
ば
、
私
が
大
学
を
卒
業
し

た
の
は
、
昭
和
43
年
の
春
。
当

時
、女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
は
、

な
か
な
か
認
め
ら
れ
な
い
時
代
で

し
た
。
女
性
は
、
結
婚
す
れ
ば

「
家
を
守
る
」「
良
妻
賢
母
」
の
生

き
方
が
強
く
求
め
ら
れ
る
時
代
で

し
た
。
そ
ん
な
中
、
私
が
60
歳
ま

で
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
自
身
の
健
康
に
加
え
て
、
先

輩
・
同
僚
・
家
族
・
親
類
縁
者
・

ご
近
所
の
マ
マ
友
・
多
く
の
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て
の
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
に
年
齢

を
重
ね
る
こ
と
で
、
避
け
て
通
る

こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
常
に
明
る
く
前
向
き

に
考
え
、
頑
張
る
自
分
を
信
じ
、

た
く
ま
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

16
回
生
の
皆
様
、
同
窓
会
で
ま

た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

Տ
໺
ٱ
ඒ
ࢠ

西高
17
60
周
年
同
窓
会
を
終
え
て

桜
が
五
分
咲
き
の
3
月
末
に
64

名
が
集
い
同
窓
会
を
開
催
。

初
め
の
写
真
撮
影
の
時
は
後
期

高
齢
者
の
集
団
で
し
た
が
、
会
が

始
ま
り
時
間
の
経
過
と
共
に
目
が

顔
が
輝
き
身
の
こ
な
し
も
軽
く
18

歳
の
頃
に
戻
っ
た
様
に
な
り
、
明

る
く
楽
し
い
催
し
で
し
た
。「
同

窓
会
」
の
良
さ
凄
さ
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。「
会
」
で
は
な
く
同
窓

生
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
凄
さ
で
す

か
ね
。

昨
年
の
白
城
会
通
信
で
の
お
知

ら
せ
と
は
多
々
異
な
り
同
窓
生
の

皆
さ
ん
に
は
迷
惑
を
か
け
た
点
、

お
許
し
く
だ
さ
い
。

※
白
城
会
の
代
表
幹
事
を
急
逝
さ

れ
た
原
隆
雄
さ
ん
に
代
わ
り
井

ノ
原
が
担
当
し
ま
す
。

Ҫ
ϊ
ݪ

উ

西高
18

卒
業
60
年
を
前
に
し
て

昭
和
41
年
卒
業
の
私
た
ち
は
80

歳
に
差
し
掛
か
る
坂
道
を
、
歩
ん

で
い
ま
す
。

今
年
の
2
月
か
ら
5
月
に
か
け

て
、
4
人
の
友
の
旅
立
ち
の
訃
報

の
返
信
に
は
、
心
に
残
る
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

「
明
日
知
ら
ぬ

我
が
身
と
思
へ

ど

暮
れ
ぬ
間
の

今
日
は
人
こ

そ

か
な
し
か
り
け
れ

紀
貫
之
」

「
訃
報
が
届
く
と
、
卒
業
ア
ル

バ
ム
の
写
真
を
み
て
、
ボ
ォ
〜
と

し
な
が
ら
当
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
…
」

さ
て
、
来
年
は
同
窓
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
あ
の
頃
に
戻
っ
て

の
笑
顔
の
再
会
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

中
村
幸
彦
、
藤
原
正
明
、
石
田

義
文
、
中
川
秀
勝
、
津
田
憲
之
が

鬼
籍
に
入
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
ࠤ。

լ
ͱ
΋
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西高
19

卒
業
60
周
年
同
窓
会
の

お
知
ら
せ

昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
断
を
経

て
7
年
ぶ
り
の
同
窓
会
が
行
わ

れ
、
恩
師
3
名
の
ご
参
加
も
得
て

90
名
以
上
の
盛
会
で
し
た
。

次
回
は
2
0
2
7
年
5
月
30
日

㈰
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
卒
業
60
周

年
に
当
た
り
、
ま
た
喜
寿
と
傘
寿

の
お
祝
い
の
中
間
の
時
期
と
な
り

ま
す
。
今
後
何
回
同
窓
会
を
開
催

で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
健

康
に
留
意
さ
れ
、
お
声
を
掛
け

合
っ
て
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

෱
ా
ڞ
和

西高
20

20
回
生
喜
寿
祝
同
窓
会

20
回
生
の
皆
さ
ん
、
ど
う
し
て

い
ま
す
か
？

去
る
6
月
7
日
㈯

に
姫
路
駅
前
の
ホ
テ
ル
日
航
姫
路

に
て
、
少
し
早
い
で
す
が
喜
寿
祝

同
窓
会
を
開
き
ま
し
た
。
91
名
の

参
加
で
50
年
ぶ
り
に
会
う
人
や
ら

懐
か
し
い
顔
が
一
杯
で
、
話
が
尽

き
な
い
会
合
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
年
に
な
る
と
会
え
る
時
に
会
っ

て
お
く
、
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ

て
お
く
と
か
楽
し
い
こ
と
を
考
え

な
が
ら
生
き
た
く
思
い
ま
す
。

当
日
の
写
真
や
今
ま
で
の
写
真

を
、
20
回
生
Ｈ
Ｐ
上
に
保
存
し
て

い
ま
す
。
個
人
情
報
の
こ
と
も
あ

る
の
で
、
ア
ク
セ
ス
を
し
た
い
方

は
山
本
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

⿠takaoyotaro@
yahoo.co.jp

ま
た
は

⿠
̌
̕
̌
Ổ
̔
̌
̐
̐
Ổ
̔
̐
̐
̑

姫
路
で
は
次
回
は
2
年
先
の
予

定
で
す
。
東
京
方
面
で
は
萩
原
君

が
毎
年
集
ま
り
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
出
来
る
だ
け
参
加
で
き
る
よ

う
元
気
で
い
ま
し
ょ
う

訃
報
で
す
。
津
村
政
秀
さ
ん
、

出
口
正
司
さ
ん
、
三
木
啓
子
さ
ん
、

中
島（
大
藤
）千
枝
さ
ん
の
4
名
で

す
。
ま
た
井
上
博
道
先
生
も
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。
ճ
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෉

西高
21

西
高
21
回
生
だ
よ
り

21
回
生
の
皆
様
お
元
気
で
す

か
？次

回
の
卒
業
58
周
年
同
窓
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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今
年
か
ら
晴
れ
て（
？
）後
期
高

齢
者
の
仲
間
入
り
で
す
。
体
の
あ

ち
こ
ち
に
ガ
タ
は
き
て
い
ま
す
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が
、
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
心

身
共
健
康
で
多
数
の
出
席
者
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

Ӭ
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໊
ӽ
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西高
22

西
高
22
回
生
だ
よ
り

西
高
で
の
3
年
間
は
ず
い
ぶ
ん

長
か
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。
会

う
た
び
に
高
校
時
代
を
振
り
返
り

ま
す
。
こ
の
わ
ず
か
の
間
に
心
も

体
も
成
長
し
て
社
会
に
出
て
い

き
、
今
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
が

姫
路
と
い
う
風
土
は
自
分
た
ち
の

気
質
に
ず
い
ぶ
ん
影
響
が
あ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
世
界
情
勢

も
生
活
面
も
大
き
な
変
化
を
経
験

し
て
み
れ
ば
、
今
更
あ
の
未
熟
な

青
春
時
代
は
恥
ず
か
し
い
気
持
ち

で
す
が
姫
路
で
涵
養
し
た
考
え
方

生
き
方
が
少
し
で
も
役
に
立
て
れ

ば
と
思
い
、
そ
う
し
た
機
会
を
探

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で

姫
路
出
身
を
楽
し
く
い
き
ま
し
ょ

う
。

෱
ా
ߴ
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西高
23

神
戸
で
酒
蔵
め
ぐ
り
！

23
回
生
大
阪
地
区
同
窓
会
、
今

年
は
遠
く
は
香
港
、
東
京
か
ら
20

名
が
酒
心
館

に
集
ま
り
ま

し
た
。

近
代
的
な

酒
蔵
見
学
、

日
本
酒
の
試

飲
、
お
土
産

選
び
を
楽
し

ん
だ
後
、
敷

地
内
の
さ
か

ば
や
し
で
会
食
。

古
稀
を
過
ぎ
た
私
達
で
す
が
、

集
ま
れ
ば
気
持
ち
は
18
歳
の
高
校

生
に
戻
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

੢

ࠤ
ᢛ
ࢠ

西高
24

52
年
振
り
の
姫
路
生
活

昨
年
10
月
に
東
京
か
ら
西
新
在

家
に
引
越
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
農
水
省
、
関
連

団
体
や
会
社
で
、
農
業
用
の
ダ

ム
、
水
路
、
農
道
等
の
整
備
・
保

全
関
連
の
仕
事
に
携
わ
り
、
引
越

し
も
16
回
行
い
ま
し
た
。

趣
味
は
車
の
運
転
で
す
。
こ
こ

数
年
間
毎
月
筑
波
サ
ー
キ
ッ
ト
ジ

ム
カ
ー
ナ
ー
場
で
ス
ラ
イ
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
講
習
会
に
ポ
ル
シ
ェ

9
2
8
で
参
加
し
、
安
定
し
た
ス

ラ
イ
ド
が
70
歳
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
も
週
2
日
新
大
阪
の
会
社
に

通
っ
て
い
ま
す
が
、
西
新
在
家
で

落
ち
着
い
た
生
活
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ࢁ
Լ

ਖ਼

西高
25

古
稀
同
窓
会
で
の
再
会

卒
業
後
52
年
、古
稀
を
記
念
し
、

古
稀
記
念
同
窓
会
と
銘
打
ち
、
本

年
1
月
4
日
に
ホ
テ
ル
日
航
姫
路

に
て
、
10
年
振
り
の
同
窓
会
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
91
名
、
恩
師

の
家
永
善
文
先
生
と
ヤ
ン
ツ
カ
こ

と
塚
田
喜
庸
先
生
を
お
迎
え
し
、

多
く
の
参
加
者
を
得
て
盛
会
と
な

り
ま
し
た
。
お
互
い
歳
を
と
っ
た

と
は
い
え
、
高
校
時
代
の
面
影
は

残
っ
て
い
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

50
数
年
前
に
戻
り
、
近
況
や
高
校

時
代
の
思
い
出
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。
母
校
の
現
状
報
告
、
先
生
方

や
有
志
の
ス
ピ
ー
チ
、歓
談
の
後
、

校
歌
や
応
援
歌
を
斉
唱
し
、
話
し

足
り
な
い
な
が
ら
も
散
会
し
ま
し

た
。

ా
࿏
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西高
26

古
希
記
念
同
窓
会
の

お
知
ら
せ

令
和
8
年
3
月
29
日
㈰
に
ホ
テ

ル
日
航
姫
路
に
て
、
古
希
記
念
同

窓
会
を
実
施
し
ま
す
。

兵
頭

康
さ
ん
作
詞
・
作
曲
の

『
ݹ
ر
ͷ
य़
（
西
高
26
回
生
古
希

同
窓
会
の
歌
）』
を
ủ
Ϡ
ỽ
ϐ
ồ

ˍ
େ
ͪ
Ỵ
Μ
ζ+

Ћ
Ứ
が
前
回
の

よ
う
に
披
露
し
ま
す
。
今
回
は
古

希
の
お
祝
い
の
会
で
す
。
皆
さ
ま

の
歌
や
演
奏
、
踊
り
等
の
出
演
も

募
り
芸
能
大
会
的
に
盛
り
上
が
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

11
月
に
案
内
を
送
ら
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方

の
参
加
と
出
演
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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西高
27

50
周
年
同
窓
会
を
開
催

6
月
1
日
㈰
に
、
ホ
テ
ル
日
航

姫
路
で
表
記
同
窓
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
恒
例
の
正
月
開
催
か
ら
変

更
し
ま
し
た
が
、
前
回
を
遙
か
に

上
回
る
1
3
1
名
が
参
加
。
恩
師

も
大
槻
、
加
藤
、
山
下
先
生
と
1

年
生
の
担
任
で
転
出
さ
れ
た
田
中

照
晃
先
生
も
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
特
別
企
画
で
懐
か
し

の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
等
を
行
い
、

し
ば
し
50
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

ҏ
լ
จ
อ

西高
28

同
窓
会
開
催
の
ご
案
内

28
回
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で

す
か
。

長
ら
く
お
待
た
せ
し
て
い
る

「
卒
業
50
周
年
記
念
同
窓
会
」
が
、

い
よ
い
よ
目
前
に
迫
っ
て
き
ま
し

た
ね
。

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

10
年
振
り
の
開
催
で
あ
り
、
我
々

が
西
高
を
卒
業
し
て
か
ら
50
年
目

の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
同
窓
生
が
集
ま
る
会

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
万
障
繰
り
合
わ

せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

左
記
の
開
催
予
定
で
、
後
日
往

復
葉
書
で
出
欠
票
お
送
り
し
ま
す

が
、
近
況
等
の
連
絡
も
出
欠
に
か

か
わ
ら
ず
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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【
訃
報
】

本
年
1
月
に
、
多
田
史
君
が

亡
く
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
ᖒ
ా
৳
थ

西高
29

67
／
100
歳
、

悠
々
自
適
で
す
か
？

人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
が
、
小

生
は
未
だ
余
裕
な
し
で
御
座
い
ま

す
。
一
日
は
短
い
よ
う
で
、
意
外

に
で
き
る
こ
と
は
多
い
と
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
、
刻
ま
れ
て
ゆ
く
時

を
、
可
能
な
限
り
有
意
義
に
過
ご

そ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。

残
り
の
33
／
100
歳
、
ど
の
よ
う

に
描
き
ま
す
か
？

置
か
れ
て
い
る
環
境
で
当
然
違

い
ま
す
ね
。
日
々
色
々
あ
る
世
の

中
で
す
、正
し
い
解
を
得
る
の
は
、

至
難
か
と
は
思
い
ま
す
。

Prim
e
num
ber

67
の
年
、
仕

上
げ
三
分
の
一
の
ス
タ
ー
ト
に
当

た
り
ゆ
っ
く
り
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。ハ

ー
ド
ル
の
高
い
テ
ー
マ
に
頭

を
使
え
ば
、
痴
呆
対
応
に
も
な
り

ま
す
ね
。

த
ଜ

໌

西高
30

古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー

30
回
生
の
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
。
そ
ろ
そ
ろ
本
格
的
に

リ
タ
イ
ア
生
活
に
突
入
と
い
う
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
私
は
60
歳
で
退
職
。
父
か
ら

引
き
継
い
だ
実
家
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
て
古
民
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
御
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
き
っ
か
け
に
多
く

の
西
高
生
と
も
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
は
静
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か
で
癒
さ
れ
る
空
間
に
な
っ
て

い
ま
す
。「
コ
ン
ト
レ
イ
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
で
検
索
す
れ
ば
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

৿

ਅ
Ұ

西高
31
西
高
３1
回
生
の
皆
さ
ん
へ

31
回
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で

す
か
。
高
齢
者
生
活
の
入
口
を
ど

う
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
か
。

次
回
の
同
窓
会
は
、
2
0
2
9

年
（
令
和
11
年
）
お
正
月
開
催
の

予
定
で
す
。
特
に
、
次
回
は
、
卒

業
50
周
年
記
念
の
同
窓
会
に
な
り

ま
す
。
大
き
な
区
切
り
と
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と

も
大
勢
の
同
級
生
の
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
遠
方
の
方
は
、
姫
路

へ
帰
る
ご
予
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
姫
路
近
辺
の
方
は
、

2
0
2
7
年
か
ら
、
実
行
委
員
会

を
つ
く
り
、
準
備
に
当
た
り
ま
す
。

実
行
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。幹
事
ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
50
周
年
記
念
同
窓
会

の
案
内
が
届
く
よ
う
、
住
所
変
更

時
は
、
幹
事
又
は
、
白
城
会
事
務

局
へ
一
報
く
だ
さ
い
。

ớ
ి
࿩

0
9
0
Ổ
8
1
9
6
Ổ

0
2
9
0
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西高
32

同
窓
会
に
つい
て

今
年
の
1
月
2
日
、
卒
業
45
周

年
の
同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
小
林
先
生
を
お
招
き
し
、
56

名
が
集
う
こ
と
に
。
た
だ
、
出
欠

返
信
ハ
ガ
キ
の
回
収
率
が
55
％
。

日
頃
の
私
の
怠
慢
が
大
き
な
要
因

で
は
あ
り
ま
す
が
、
開
催
日
時
の

変
更
や
同
窓
会
の
必
要
性
な
ど
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
卒
業
50
周
年
の

同
窓
会
は
開
催
い
た
し
ま
す
。
日

時
は
未
定
。
2
0
3
0
年
に
は
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
環
境

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
流

さ
れ
る
の
か
、
逆
ら
う
の
か
。
そ

れ
ぞ
れ
で
、
対
応
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

඿
ຊ
୎
໻

西高
33

同
級
生
交
歓

月
間
文
藝
春
秋
の
名
物
コ
ー

ナ
ー
「
同
級
生
交
歓
」
に
、
33

回
生
の
永
瀬
・
宇
佐
美
の
両
君

と
登
場
し
ま

し
た
。
場
所

は
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
。
毎

年
白
城
会
東

京
支
部
の
関

東
在
住
西
高

Ｏ
Ｂ
が
1
5
0
人
程
で
「
東
京
の

つ
ど
い
」
を
開
催
す
る
場
所
で
す
。

私
は
6
月
に
白
城
会
東
京
支
部
長

を
拝
命
し
ま
し
た
。
し
っ
か
り
責

任
を
果
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

Ұ
৭
ढ़
޺

西高
34

人
財
産

定
年
退
職
し
た
方
、
再
雇
用
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
み
な
さ

ん
お
元
気
で
す
か
。

以
前
よ
り
時
間
に
余
裕
が
で
き

た
の
か
同
級
生
Ｆ
Ｂ
に
は
旅
行
や

趣
味
を
楽
し
む
投
稿
が
増
え
て
い

ま
す
。
友
人
と
会
う
機
会
も
増

え
、
孫
の
話
や
健
康
の
話
で
盛
り

上
が
り
ま
す
が
、
最
近
は
相
続
や

実
家
の
仕
舞
い
ご
と
の
悩
み
に
つ

い
て
の
話
題
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
同
級
生
だ
け
で
な
く
素
敵
な

先
輩
方
や
後
輩
と
の
出
会
い
の
お

陰
で
色
々
な
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な
り
有

難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
、
な
か
な
か
財
産
は
増

や
せ
ま
せ
ん
が
人
財
産
は
増
や
し

て
い
き
た
い
な
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。

訃
報
で
す
。
加
古
貴
一
郎
さ
ん

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

๺
ޱ
๎
ࢠ

西高
35

中
学
校
の
同
窓
会

35
回
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
す

か
。
本
年
1
月
還
暦
の
記
念
に
中

学
校
の
同
窓
会
を
し
ま
し
た
。
高

校
は
、
5
年
に
一
度
で
す
が
、
な

か
に
は
卒
業
以
来
会
っ
て
い
な
い

人
も
お
り
、
大
変
有
意
義
な
時
間

で
し
た
。
同
窓
会
は
、
青
春
時
代

を
共
に
過
ご
し
た
仲
間
と
の
絆
を

深
め
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
話

題
も
、
体
は
大
丈
夫
？
定
年
は
い

つ
ま
で
？
な
ど
明
る
い
内
容
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
座
っ
て
い
る
だ

け
で
満
足
な
空
間
で
す
。

最
後
に
35
回
生
の
皆
様
、
次
回

の
同
窓
会
に
は
是
非
一
人
で
も
多

く
の
ご
参
加
を
、
幹
事
一
同
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

ॏ
ా
Ұ
੓

西高
36
還
暦
同
窓
会
の
お
知
ら
せ

36
回
生
の
皆
様
、
お
元
気
で
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に
ご

案
内
の
と
お
り
、
今
年
度
、
還
暦

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
同
窓

会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
是
非
、

一
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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西高
37

３7
回
生
の
み
な
さ
ま
、

お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〝
バ
ツ
2
独
身
独
り
暮
ら
し
〞

の
鎌
屋
吉
裕
で
す
。
こ
の
一
文
で

「
以
上
、
近
況
報
告
」
と
い
う
感

じ
で
す
。

最
近
読
ん
だ
脳
科
学
者
の
中
野

信
子
さ
ん
の
本
に
「
一
人
の
人
間

の
中
に
男
性
性
も
女
性
性
も
あ
る

し
、
父
性
も
母
性
も
存
在
す
る
。

そ
し
て
時
と
場
合
、
相
手
と
の
関

係
性
に
応
じ
て
そ
の
割
合
を
無
意

識
に
調
整
し
て
い
る
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
子
育
て
中
は

母
性
や
父
性
が
前
面
に
出
て
い
た

人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
我
々

の
年
齢
に
な
る
と
子
育
て
が
一
段

落
し
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
み
な
さ
ん
は
○
○
性
が
強
く

出
て
き
て
い
ま
す
か
？

姫
路
西
高
37
回
生
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
に
登
録
が
ま
だ
の

人
は
上
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら

登
録
し
て
く
だ

さ
い
ね
԰ח。

٢
༟

西高
38

卒
業
40
周
年
同
窓
会
！

38
回
生
の
皆
さ
ま
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
で
す
か
。
早
い
も
の
で

卒
業
し
て
40
年
を
迎
え
る
年
に
な

り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

3
年
前
に
同
窓
会
を
実
施
し
た
ば

か
り
で
す
が
、
次
の
通
り
に
卒
業

40
周
年
の
同
窓
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
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も
う
す
ぐ
定
年
を
迎
え
る
人
、

既
に
第
二
の
人
生
を
歩
ん
で
い
る

人
、
ま
だ
ま
だ
今
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
生
活
が
続
く
人
、
様
々
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。
前
回
に
も
増

し
て
多
く
の
皆
さ
ん
と
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

ඌ
্
ӳ
༤

西高
39
最
後
は「
人
」の
つ
な
が
り

Ａ
Ｉ
が
急
速
に
発
展
し
、
日
常

の
生
活
に
お
い
て
も
Ａ
Ｉ
が
切
り

離
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
は
広
く
ネ
ッ

ト
上
に
広
が
っ
て
い
る
情
報
を
も

と
に
学
習
し
て
い
く
た
め
、
時

に
、
間
違
え
た
情
報
で
の
学
習
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
情
報
の
正
確

さ
の
確
認
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ａ
Ｉ
は
便
利
な
も
の
で
す
が
、

そ
れ
を
活
用
す
る
の
も
、
そ
こ
に

情
報
を
提
供
す
る
の
も
「
人
」
な

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
顔
を
合

わ
せ
て
語
り
合
え
る
「
人
」
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
2
0
2
7
年
1
月
に
は
、

40
周
年
の
同
窓
会
で
す
。
つ
な
が

り
を
実
感
し
た
い
で
す
ね
。

೔
∁
ਖ਼
າ

西高
40

西
高
40
回
生
だ
よ
り

今
年
1
月
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
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し
て
い
た
同
窓
会
を
松
本
、
小
寺

両
先
生
ご
列
席
の
下
、
7
年
ぶ
り

に
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
で
き
る

先
生
や
同
級
生
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
の
は
寂
し
い
で
す
が
、
元
気

に
集
ま
れ
た
こ
と
に
も
感
謝
で

す
。
2
0
3
0
年
の
次
回
は
還
暦

を
迎
え
て
い
る
な
ん
て
驚
き
で
す

ね
。
中
塚
く
ん
と
幹
事
を
担
当

し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
お

会
い
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す

の
で
参
加
希
望
の
方
は

yka7@
hotm

ail.com

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

໦
Լ
ཅ
ࢠ

西高
41

大
和
先
生
と

同
僚
に
な
り
ま
し
た

み
な
さ
ん
、
お
元
気
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
41
回
生
も
55

歳
と
な
り
そ
ろ
そ
ろ
定
年
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
が
、
ま
だ
ま
だ
頑

張
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
本
年

度
、
私
の
勤
務
校
に
恩
師
で
あ
る

大
和
先
生
が
着
任
さ
れ
、
同
僚
に

な
っ
た
の
で
す
。
大
和
先
生
と
お
会

い
し
、「
そ
ろ
そ
ろ
…
」
と
考
え
出

し
た
自
分
自
身
を
恥
ず
か
し
く
思

い
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
気
持
ち

新
た
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

41
回
生
L
I
N
E
グ
ル
ー
プ
の

参
加
者
は
、
令
和
7
年
4
月
現
在

で
1
3
2
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
存
じ
の
41
回
生
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
是
非
と
も
招
待
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
、
白
城
会
通
信

が
届
い
て
い
な
い
方
が
新
た
に
5

名
お
ら
れ
ま
す
。
梶
本
尚
賢
・
嶋

田
臣
志
・
下
村
修
也
・
中
井
良

介
・
福
本
敬
祐
。

ま
た
、
以
前
か
ら
不
明
の
方
が

24
名
お
ら
れ
ま
す
。
井
上
広
之
・

薄
井
宜
則
・
大
崎
一
則
・
岡
井

博
・
小
倉
隆
豊
・
是
兼
敏
宏
・
高

橋
一
夫
・
田
中
龍
二
・
谷
口
悟

史
・
寺
前
良
秀
・
野
中
信
男
・
畑

中
三
喜
也
・
政
木
義
則
・
渡
邉
裕

恭
・
渡
邊
守
人
・
伊
澤
尚
子
・
河

合（
石
井
）理
恵
・
上
田（
船
岡
）晶

子
・
末
岐
明
子
・
高
島
則
子
・
中

島
直
美
・
林
真
由
美
・
浅
子（
森
）

陽
子
・
森
下
め
ぐ
み
（
敬
称
略
）

ご
存
知
の
方
は
、

西
高ớ
÷
þ
Ā
Ổ
ù
ÿ
ø
Ổ
ý
ý
ù
ø
Ờ

ま
た
は

๺
ඌớkhirohisa28@yahoo.co.jp

Ờ

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

๺
ඌ
༟
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西高
42

新
旧
の
友
に
あ
た
う

卒
後
35
年
と
も
な
る
と
記
憶
が

薄
弱
化
し
、
同
窓
会
で
は
「
久
し

ぶ
り
」
2
割
で
「
誰
？
」
が
8
割
。

で
も
そ
れ
で
い
い
。
そ
れ
が
、
い

い
。
同
窓
会
は
も
は
や
新
た
に
出

会
い
直
す
好
機
だ
か
ら
。
同
校
で

同
時
期
を
過
ご
し
た
共
通
体
験
さ

え
あ
れ
ば
、
誰
と
で
も
急
速
に
距

離
が
縮
ま
る
。
出
欠
を
悩
ま
れ
て

い
る
諸
氏
、
特
に
「
不
遇
の
就
職

氷
河
期
」
と
い
じ
ら
れ
る
世
代
は

ぜ
ひ
ご
参
加
の
う
え
、
老
後
に
向

け
た
温
か
い
つ
な
が
り
形
成
を
。

そ
し
て
42
回
生
の
皆
さ
ん
、

次
の
5
年
後
を
待
た
ず
と
も

L
I
N
E
上
に
同
期
が
集
結
中
で

す
。
25
年
5
月
現
在
1
2
6
人
。

今
後
は
コ
コ
に
集
い
て
生
涯
の
友

を
得
ま
し
ょ
う
！
（
詳
細
は
お
近

く
の
幹
事
ま
で
）

઒
ޱ
խ
ੈ

西高
43

4３
回
生
の
皆
様
へ

さ
て
、
5
年
前
の
同
窓
会
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
い
、
や
む
な
く
中
止
し
ま
し

た
が
、
卒
業
以
来
35
年
が
経
ち
、

懐
か
し
い
仲
間
と
の
再
会
を
楽
し

む
べ
く
、
同
窓
会
を
開
催
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す

が
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
、
旧

交
を
温
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
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皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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西高
44
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
稼
働
中
！

44
回
生
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。
同
窓
会
は
再
来
年
開
催
予
定

で
す
。
44
回
生
の
L
I
N
E
グ

ル
ー
プ
は
登
録
者
数
が
1
5
0
名

を
越
え
ま
し
た
。
未
登
録
の
方
は

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。
回
生
内

活
動
と
し
て
は
、
全
国
各
地
の
城

郭
や
城
下
町
を
巡
る
「
愛
城
会
」

が
精
力
的
に
動
い
て
い
ま
す
。
こ

ち
ら
はFacebook

で
情
報
交
換

が
進
ん
で
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
中

里
康
祐
く
ん
が
運
営
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
中
里
く
ん
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

౻
ݪ
େ
ี

西高
45

竹
内
英
明
君
を
偲
ぶ

今
年
1
月
、
同
級
生
の
竹
内
英

明
君
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
同

級
生
の
私
と
し
ま
し
て
は
、
非
常

に
悔
し
く
、
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。
昨
年
の
兵
庫
知
事
選
を
め
ぐ

る
で
き
ご
と
に
は
、
様
々
な
問
題

点
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
憲
法
上
保

障
さ
れ
た
権
利
で
あ
る
表
現
の
自

由
を
実
現
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
非
常
に
便
利
か
つ
重
要
で
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
他
人
の
尊

厳
・
名
誉
を
傷
つ
け
る
表
現
ま
で

保
障
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
誹

謗
中
傷
が
な
く
な
る
こ
と
を
切
に

願
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
竹
内

君
の
ご
冥
福
を
深
く
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

٠
Ҫ
ެ
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西高
46

西
高
の
輪

み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か
？
つ

い
に
我
々
も
50
歳
で
す
ね
…
。
折

り
返
し
地
点
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！

私
は
こ
こ
半
年
ほ
ど
の
間
に
出

張
し
た
際
や
人
事
異
動
の
受
入
等

で
西
高
出
身
者
に
偶
然
お
会
い
す

る
と
い
う
機
会
が
し
ば
し
ば
あ
っ

た
の
で
す
が
、
見
ず
知
ら
ず
の
人

で
あ
っ
て
も
西
高
卒
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
と
、
先
輩
・
後
輩
問

わ
ず
、
一
気
に
親
近
感
が
わ
い
て

互
い
に
打
ち
解
け
ら
れ
ま
す
ね
。

「
何
回
生
？
」
と
い
う
言
葉
は
、

魔
法
の
言
葉
の
よ
う
で
す
。
西
高

の
輪
は
、
地
域
も
時
代
も
年
代
も

超
え
て
人
と
人
を
つ
な
げ
て
く
れ

る
の
だ
な
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
輪
を
ず
っ
と
大
切
に
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ߔ
ޱ
҆
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西高
47

卒
業
３0
周
年
の
同
窓
会

47
回
生
の

み
な
さ
ん
、

お
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん

か
？
私
た
ち

が
西
高
で
過

ご
し
た
時
間

は
3
年
間
に

過
ぎ
ず
、
ま

た
、
4
0
0

人
以
上
い
た

同
級
生
の
皆

を
知
っ
て
い

る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
卒
業
し
て
30
年

経
っ
て
も
、
会
っ
て
、
す
ぐ
に
打

ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

人
生
に
お
い
て
最
も
多
感
な
時
期

を
同
じ
場
所
で
と
も
に
過
ご
し
た

思
い
出
が
あ
る
か
ら
な
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
種
々
の
責
任
を
負
う

年
齢
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
大
変
な
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時
期
で
す
が
、
5
年
後
も
、
生
き

て
、
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
ー
！

ా
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西高
48

西
高
48
回
生
だ
よ
り

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
元
3

－

2
の
立
花
で
す
。

私
た
ち
48
回
生
は
平
成
8
年
3

月
に
西
高
を
卒
業
し
ま
し
た
の

で
、
ま
も
な
く
卒
業
か
ら
丸
30
年

に
な
り
ま
す
ね
。
私
は
平
成
15
年

に
姫
路
に
戻
っ
て
以
来
、
姫
路
生

活
も
20
年
を
超
え
ま
し
た
。
現
在

は
長
女
と
長
男
が
そ
れ
ぞ
れ
西
高

に
在
籍
し
、
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を

務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
高
や

西
高
生
に
接
す
る
こ
と
が
非
常
に

多
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。
私
た
ち

の
時
代
と
比
べ
る
と
校
舎
も
す
っ

か
り
き
れ
い
に
な
り
、
文
化
祭

も
「
ア
ク
リ
エ
ひ
め
じ
」
で
開
催

す
る
な
ど
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
（
ち
な
み
に
文
化
セ
ン

タ
ー
は
建
物
解
体
済
み
で
す
。）、

勉
強
や
部
活
動
と
い
っ
た
高
校
生

活
そ
の
も
の
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
青
春

真
っ
只
中
の
生
徒
た
ち
の
様
子
に

懐
か
し
く
も
あ
り
、
そ
の
若
さ
が

う
ら
や
ま
し
く
も
あ
り
ま
す
。
50

歳
を
目
前
に
し
て
歳
を
と
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
他
方

で
、
現
在
の
保
護
者
の
中
に
48
回

生
や
近
い
先
輩
・
後
輩
の
方
も
い

て
、
当
時
の
高
校
生
活
を
懐
か
し

く
話
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
48
回
生
も
50
歳
の
節
目

の
頃
（
令
和
9
年
？
10
年
？
）
に

は
同
窓
会
を
開
催
し
よ
う
と
い
う

声
が
あ
る
や
に
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
11
月
の
白
城
会
総
会

は
大
先
輩
か
ら
若
手
ま
で
参
加
し

世
代
を
超
え
て
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
が
、
48
回
生
の
参
加
は
少

し
寂
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

公
私
共
に
多
忙
な
世
代
で
あ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
ぜ

ひ
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ཱ
Ֆ
ོ
հ

西高
49

地
域
社
会
の一員
と
し
て

み
な
さ
ん
お
元
気
で
し
ょ
う
か
？

私
は
社
会
人
に
な
っ
て
以
来
ず
っ

と
中
小
企
業
に
身
を
置
い
て
働
い

て
き
ま
し
た
。
本
格
的
な
Ａ
Ｉ
時

代
に
な
り
、
中
小
企
業
に
と
っ
て

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
一
方
で
、

人
材
不
足
、
資
金
調
達
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
欠
如
と
い
っ
た
課
題
も
突
き

つ
け
て
い
ま
す
。
私
は
、
地
域
に

根
ざ
し
た
企
業
の
持
続
的
な
成
長

に
力
を
注
ぐ
た
め
「
終
の
場
」
の

覚
悟
で
地
元
に
戻
り
ま
し
た
。
人

と
人
と
の
信
頼
が
全
て
の
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
こ

そ
、
地
域
で
育
ま
れ
る
絆
が
真
価

を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
猛
暑
の
中
で
す
が

皆
さ
ま
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ

さ
い
。

ਫ
໺
޺
೭

西高
50
祝
！
再
会
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

50
回
生
の
み
な
さ
ん
、
お

元
気
で
す
か
。
高
校
卒
業
か

ら
27
年
あ
ま
り
が
経
ち
ま
し

た
ね
！
世
界
で
活
躍
中
の
方

も
、
お
家
で
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

中
の
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ
日
々
を

彩
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

令
和
5
年
1
月
2
日
の
同
窓
会

は
コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
次
回
は
10
年
ぶ
り
、
令
和
10

年
1
月
2
日
に
同
窓
会
を
開
催
し

ま
す
。
あ
の
頃
の
絆
は
も
ち
ろ

ん
、
新
た
な
繋
が
り
だ
っ
て
き
っ

と
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、
近
況
を

語
り
合
っ
た
り
、
尽
き
な
い
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
一
緒

に
最
高
の
時
間
を
創
り
ま
し
ょ

う
！
皆
さ
ん
、
ど
う
か
健
康
に
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
ね
。
海
外
や

県
外
の
同
窓
生
も
、「
こ
れ
は
行

か
ね
ば
！
」
と
奮
起
し
て
、
今
か

ら
旅
の
計
画
を
立
て
て
く
れ
る
と

嬉
し
い
で
す
！
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西高
51

西
高
51
回
生
だ
よ
り

51
回
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

来
年
、
2
0
2
6
年
3
月
に
は

手
柄
山
に
Ｊ
Ｒ
新
駅
が
で
き
、

同
年
10
月
に
は
新
し
く
手
柄
山
ス

ポ
ー
ツ
施
設
「
ひ
め
じ
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
」
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

昔
、
子
ど
も
の
頃
に
よ
く
姫
路

市
民
プ
ー
ル
に
通
っ
た
も
の
で
す

が
、
規
模
は
異
な
る
も
の
の
子
ど

も
向
け
の
屋
外
附
属
プ
ー
ル
も
で

き
る
と
か
。
近
く
を
通
る
た
び
に

建
物
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
い
く
の

で
、
完
成
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
で
す

ね
。
皆
さ
ん
も
体
調
に
は
気
を
付

け
て
、
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
ね
。

Ԭ
ຊ
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西高
52

西
高
52
回
生
だ
よ
り

52
回
生
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で

す
か
。
私
は
現
在
、
明
石
市
で
活

躍
す
る
西
高
の
先
輩
方
と
と
も

に
、
よ
り
よ
い
教
育
を
目
指
し
て

日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。
さ

て
、
今
年
は
20
年
振
り
に
同
窓
会

へ
参
加
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の

再
会
や
会
話
を
楽
し
む
と
と
も

に
、
今
後
の
人
生
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
様
々

な
事
由
で
参
加
で
き
な
か
っ
た
方

の
た
め
に
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。

懐
か
し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

ࢁ
ຊ

૱

西高
53

西
高
5３
回
生
だ
よ
り

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
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に
て
53
回
生
同
窓
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

出
欠
の
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
、
添
付
し
て
い

る
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ご
回
答
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
久
し

ぶ
り
の
同
窓
会
と
な
り
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
連
絡
が
取
れ
る
人
が
い

れ
ば
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

二
次
元
コ
ー
ド
で
う
ま
く
い
か

な
い
場
合
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、

okam
occhi0114@

icloud.com

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

回
答
の
締
め
切
り
は
10
月
ご
ろ

を
め
ど
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ԭ
ຊ
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西高
55

厄
年
に
も
負
け
ず

西
55
回
生
の
皆
様
、
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
特
に
男
性
陣
（
早
生

ま
れ
は
除
く
）
は
、
私
も
含
め
て

本
厄
の
年
に
な
り
ま
す
の
で
、
心

身
の
健
康
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
お
気

を
付
け
く
だ
さ
い
。
私
も
過
日
、

村
の
厄
年
の
行
事
に
生
ま
れ
て
初

め
て
参
加
し
、
神
事
や
餅
ほ
り
を

行
い
ま
し
た
が
、
村
の
人
々
に
向

か
っ
て
高
い
所
か
ら
餅
を
投
げ
る

と
い
う
行
為
が
非
日
常
的
で
意
外

に
面
白
く
、
ま
だ
ま
だ
自
分
の
知

ら
な
い
経
験
が
、
案
外
身
近
な
と

こ
ろ
に
も
あ
る
も
の
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。

新
し
い
体
験
と
言
え
ば
、（
私

事
で
恐
縮
で
す
が
）
先
日
沖
縄
で

生
ま
れ
て
初
め
て
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
を
経
験
し
ま
し
た
。
背

中
の
酸
素
ボ
ン
ベ
が
思
い
の
外
重

く
、
体
力
的
に
は
結
構
き
つ
か
っ

た
の
で
す
が
、
本
州
で
は
見
ら
れ
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な
い
カ
ラ
フ
ル
な
魚
や
ウ
ミ
ガ
メ

と
共
に
水
中
を
泳
ぐ
と
い
う
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

知
ら
な
い
こ
と
、
未
体
験
の
こ
と

に
対
す
る
好
奇
心
を
大
切
に
し

て
、
体
が
元
気
な
今
の
内
に
、
ど

ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
皆
様
、
ま
た
会
え
る

日
ま
で
、
お
互
い
に
ご
健
勝
で
。

ࡾ
ྠ
޾
༞

西高
56

節
目
を
迎
え
、

新
た
な
一歩
を

本
年
の
白
城
会
通
信
を
執
筆
す

る
に
あ
た
り
、
母
校
を
巣
立
っ
て

か
ら
22
年
と
い
う
歳
月
に
、
あ
ら

た
め
て
深
く
思
い
を
馳
せ
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
私
た
ち
は
40
歳
と

い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

社
会
の
荒
波
や
家
庭
の
温
も
り
の

中
で
、
気
づ
け
ば
駆
け
抜
け
て
き

た
日
々
。
振
り
返
れ
ば
、
そ
の
す

べ
て
が
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
の

よ
う
に
輝
い
て
見
え
ま
す
。

40
代
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

確
か
な
礎
と
し
、
新
た
な
地
平
を

切
り
開
く
た
め
の
出
発
点
。
人
生

1
0
0
年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、

私
た
ち
の
旅
路
は
ま
だ
序
章
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お
互
い

に
エ
ー
ル
を
送
り
合
い
な
が
ら
、

同
窓
の
絆
を
胸
に
、
し
な
や
か
に

前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

再
会
の
日
、
皆
さ
ん
と
笑
顔
で

語
り
合
え
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し

て
お
り
ま
す
。

ࡾ
Ӝ
和
໵

西高
57

同
窓
会
と
私
事

新
年
早
々
に
あ
っ
た
同
窓
会
。

旧
友
た
ち
と
語
り
合
っ
た
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
開
催
間

隔
も
、
年
々
短
く
感
じ
る
の
は
、

き
っ
と
年
を
取
っ
た
せ
い
な
の
で

し
ょ
う
。

私
事
と
し
ま
し
て
は
、
息
子
が

中
3
に
な
り
、
受
験
生
と
な
り
ま

し
た
。
下
の
息
子
と
も
ど
も
、
勉

強
よ
り
も
野
球
漬
け
の
日
々
。
ど

の
高
校
を
選
ん
で
も
、
応
援
す
る

し
か
な
い
ん
だ
な
と
、
改
め
て
決

意
し
ま
し
た
。

ּ
ؒ

࠼

西高
58
西
高
58
回
生
同
窓
会
の
お
知
ら
せ

皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？
高
校
を
卒
業
し
て
、

早
い
も
の
で
20
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は

5
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
同
窓

会
を
、
次
の
内
容
で
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ừ
೔
࣌
Ử

2
0
2
6
೥
1
݄
2
೔
 

ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
ɹ
15
࣌
Ỗ
17
࣌

ừ
৔
ॴ
Ử
ϗ
ς
ϧ
೔
ߤ
姫
࿏

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
10
月
頃

に
別
途
ご
案
内
書
を
送
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

懐
か
し
い
仲
間
と
再
会
し
、
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
ひ
と
と

き
を
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
？
是

非
、
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

ߥ
໦
େ
ี

西高
61

評
論
す
る
よ
り
行
動
を

児
島
は
先
日
、
人
生
で
初
め
て

自
動
車
を
購
入
し
ま
し
た
。
韓
国

ヒ
ョ
ン
デ
の
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｑ
5
と
い

う
Ｅ
Ｖ
で
す
。
Ｅ
Ｖ
は
日
本
で
は

ま
だ
珍
し
い
で
す
が
、
い
ざ
買
う

と
静
粛
か
つ
力
強
い
走
り
、
十
分

な
充
電
網
、
遠
隔
操
作
で
空
調
オ

ン
オ
フ
…
な
ど
な
ど
、
も
う
内
燃

機
関
車
に
戻
れ
な
い
良
さ
が
あ
り

ま
す
。

新
し
い
未
知
の
も
の
に
対
し
、

否
定
や
評
論
を
し
て
い
る
う
ち
に

チ
ャ
ン
ス
を
失
う
シ
ー
ン
が
仕
事

の
場
で
見
ら
れ
ま
す
が
、
今
回
、

大
き
な
欠
点
が
な
い
か
だ
け
情
報

収
集
し
、
あ
と
は
行
動
し
て
み
る

の
が
正
解
だ
な
と
感
じ
た
経
験
で

し
た
。（
国
と
都
と
区
の
3
つ
の

補
助
金
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
も
掴
め

ま
し
た
！
）

ࣇ
ౡ
ୡ
໵

w

西高
62

62
回
生
の
み
な
さ
ま
へ

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

去
る
2
0
2
5
年
1
月
3
日
㈮

に
、
卒
業
以
来
3
回
目
の
同
窓
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
忙
し

い
と
こ
ろ
約
90
名
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
ま
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
当
日
は
、
卒
業
以
来

変
わ
ら
ず
溌
剌
と
さ
れ
て
い
る
先

生
方
の
お
姿
や
社
会
人
と
し
て
荒

波
に
揉
ま
れ
な
が
ら
も
多
方
面
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
同
級
生
と
お
会

い
し
、
大
変
懐
か
し
く
も
良
い
刺

激
を
受
け
た
1
日
で
し
た
。

ま
だ
ま
だ
慌
た
だ
し
い
日
々
が

続
く
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
お

体
に
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
次
回
2
0
3
0
年
も
盛
大

に
開
催
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

த
௩
༞
و

西高
64

西
高
64
回
生
の
皆
さ
ん

お
元
気
で
す
か
？
今
年
5
月
に
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら
く
延
期

し
て
い
た
同
窓
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
約
70
名
の
同

級
生
と
、
8
名
の
先
生
方
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
、
楽
し
く
懐
か
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
次
回
の
同
窓
会
は
5
年
後

の
2
0
3
0
年
1
月
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
Ճ
ໜ
ా
஌
ࠫ

西高
68

同
窓
会
の
お
知
ら
せ

卒
業
し
て
か
ら
も
う
10
年
に
な

る
み
た
い
で
す
。
び
っ
く
り
で
す

よ
ね
。

筆
不
精
な
私
は
皆
さ
ん
の
近
況

を
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
も
私
の
顛
末
を
知
ら
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
こ

と
で
、
同
窓
会
を
企
画
し
ま
し

た
。
旧
交
を
温
め
る
機
会
を
く
だ

さ
い
。

೔
࣌
ʗ
2
0
2
6
೥
1
݄
3
೔
​

ɹ
ɹ
ɹ
18
࣌
Ỗ
20
࣌
൒

৔
ॴ
ʗ
姫
࿏
Ω
Ϡ
ỽ
ε
ϧ

ɹ
ɹ
ɹ
ά
ϥ
ϯ
ϰ
ỹ
Ϧ
Φ
ϗ
ς
ϧ

都
合
が
合
わ
な
い
方
は
ご
め
ん

な
さ
い
。

出
欠
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ハ
ガ
キ

で
と
る
予
定
で
す

が
、
こ
ち
ら
か
ら

も
回
答
可
能
で
す
。

P.S.
う
ま
く
動
作
し

な
か
っ
た
ら
ご
め

ん
な
さ
い
。

೉
೾

थ

西高
69

同
じ
窓
の
下
で
学
ぶ

教
室
が
揺
れ
た
。
3
階
に
い
る

と
小
さ
な
地
震
で
も
こ
ん
な
に
も

建
物
が
揺
れ
る
も
の
な
の
だ
と
切

に
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

高
3
の
い
つ
の
日
か
、
西
高
で

地
震
警
報
の
ア
ラ
ー
ム
が
み
な
の

鞄
の
ス
マ
ホ
か
ら
鳴
っ
た
。
一
瞬

の
パ
ニ
ッ
ク
の
の
ち
、
少
し
校
舎

が
揺
れ
て
落
ち
着
い
た
。

誰
も
が
み
な
ス
マ
ホ
を
オ
フ
に

し
て
い
た
の
な
ら
机
の
下
に
隠
れ

る
な
ど
と
い
う
行
為
に
は
う
つ
れ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ス
マ
ホ
禁
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止
の
校
則
の
な
か
、
善
悪
の
図
り

難
い
矛
盾
が
多
く
あ
っ
た
な
と
感

じ
る
。

揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
窓
の
外
を

み
る
と
ほ
が
ら
か
に
テ
ニ
ス
を
し

て
い
る
体
育
の
授
業
中
の
学
生
た

ち
が
い
る
。
何
年
何
組
の
連
中
か

ど
う
か
は
覚
え
て
い
な
い
が
地
上

に
い
る
と
全
く
揺
れ
に
気
づ
か
な

い
よ
う
だ
。

あ
の
同
じ
窓
を
通
し
て
あ
ま
り

に
対
照
的
な
時
間
を
過
ご
し
た
瞬

間
で
あ
っ
た
。

同
じ
窓
と
い
う
こ
と
で
同
窓
会

の
告
知
が
各
ク
ラ
ス
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

な
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
！

○

৔
ॴ

β
ɾ
ϩ
Π
Ϡ
ϧ
Ϋ
ϥ
γ
ỽ
Ϋ
姫
࿏

○

೔
ఔ

2
0
2
6
೥
1
݄
3
೔

追
っ
て
同
窓
会
委
員
よ
り
各
ク

ラ
ス
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
連
絡
が
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

∁
໦
७
ฏ

西高
70
高
校
入
学
か
ら
10
年
を
終
え
て

西
高
70
回
生
幹
事
の
大
西
で
す
。

こ
の
春
、
東
京
で
西
高
の
友
人
た

ち
と
花
見
を
楽
し
ん
だ
際
、
あ
る

友
人
の
「
出
会
っ
て
か
ら
10
年

経
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
、
時
の

流
れ
の
速
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
同
時
に
、
こ
う
し
て
今
も
変

わ
ら
ず
集
え
る
仲
間
が
い
る
こ
と

の
幸
せ
を
、
深
く
実
感
す
る
一
幕

で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
先
10
年
も
、
様
々
な
困
難

に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
利
害
関
係
な
く
付

き
合
え
る
学
生
時
代
の
友
人
た
ち

は
、
何
物
に
も
代
え
が
た
い
存
在

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
大
切

な
繋
が
り
を
育
ん
で
い
き
た
い
と

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
େ
੢
ஐ
ٱ

西高
71

同
窓
会
開
催
の
御
礼
と

今
後
の
予
定
に
つい
て

71
回
生
の
皆
さ
ん
、
ご
無
沙
汰

し
て
お
り
ま
す
。
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
今
年
度

よ
り
公
立
小
学
校
で
勤
務
し
始
め

ま
し
た
。
4
年
生
の
担
任
を
し
て

い
ま
す
。
勉
強
内
容
が
難
し
く
、

子
ど
も
た
ち
以
上
に
、
私
自
身
が

四
苦
八
苦
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
子
ど
も
た

ち
と
全
く
飽
き
な
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
2
0
2
5
年
1
月
に
開

催
い
た
し
ま
し
た
71
回
生
同
窓
会

に
は
、
恩
師
の
先
生
方
、
そ
し
て

現
役
生
を
含
め
、
1
4
0
名
を
超

え
る
多
数
の
方
々
に
ご
臨
席
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
旧
交
を
温
め
、
ま
た
新
た

な
交
流
を
深
め
る
大
変
有
意
義
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、
幹
事

一
同
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔
に

満
ち
た
時
間
は
、
私
ど
も
に
と
っ

て
も
喜
び
に
堪
え
な
い
も
の
で
し

た
。今

回
の
同
窓
会
が
無
事
に
執
り

行
え
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と

存
じ
ま
す
。

今
後
の
同
窓
会
は
、
5
年
ご
と

に
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。
詳

し
い
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

皆
さ
ん
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

今
後
と
も
71
回
生
の
絆
を
一
層

深
め
て
い
け
る
よ
う
、
幹
事
一
同

尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

໼
୩
℄
ߦ

西高
73

再
会
を
願
って

進
路
が
決
ま
り
つ
つ
あ
る
今
、

満
員
電
車
に
揺
ら
れ
た
り
深
夜
の

研
究
室
で
目
を
こ
す
っ
た
り
―
あ

の
頃
の
仲
間
も
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
6

年
1
月
3
日
、
恩
師
も
招
い
て

同
窓
会
を
開
催
し
ま
す
。
逃
せ

ば
次
は
5
年
後
。
消
え
た
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
街
中
に
流
れ

た
『
う
っ
せ
ぇ
わ
』、
豪
雨
の
体

育
祭
で
先
生
方
が
体
を
張
っ
た
綱

引
き
。
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で

す
。
1
月
3
日
に
「
同
窓
会
」
と

書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
あ
な
た

を
待
つ
友
も
、
聞
き
た
い
近
況
が

山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
再
び
交
わ
る

言
葉
と
笑
顔
を
心
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

ҏ
౦
ެ
ଡ

西高
74

西
高
74
回
生
だ
よ
り

74
回
生
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
日
々

酷
暑
と
格
闘
し
な
が
ら
過
ご
し
て

い
ま
す
。
皆
様
と
次
回
の
同
窓
会

で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

ࡾ
໦
߁
ଠ
࿠

西高
76

西
高
76
回
生
だ
よ
り

西
高
76
回
生
の
み
な
さ
ん
、
お

久
し
ぶ
り
で
す
！
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
夏
は
暑
い
で
す
ね
。
私

は
涼
し
い
こ
と
を
期
待
し
て
東
北

に
来
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

姫
路
と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
も
僕
の
住
ん
で
い
る

学
寮
は
エ
ア
コ
ン
が
つ
い
て
い
な

い
激
レ
ア
物
件
な
の
で
、
私
に

と
っ
て
東
北
は
試
し
の
大
地
と
化

し
ま
し
た
。

さ
て
、
第
1
回
同
窓
会
を
次
の

通
り
に
予
定
し
て
い
ま
す
！

ừ
೔
࣌
Ử

2
0
2
6
೥
1
݄
10
೔
​

12
࣌
Ỗ
14
࣌
30
෼

ừ
ձ
৔
Ử

β
ɾ
ϩ
Π
Ϡ
ϧ
Ϋ
ϥ
γ
ỽ
Ϋ
姫
࿏

今
後
、
随
時
情
報
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
！

ࢁ
ຊ
൏
࢜

西高
77

西
高
77
回
生
だ
よ
り

77
回
生
の
皆
さ
ん
お
久
し
ぶ
り

で
す
。
77
回
生
の
幹
事
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
藤

田
雄
大
で
す
。
新
年
度
が
始
ま

り
、
新
た
な
環
境
に
も
慣
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
個
人
的

な
話
に
は
な
り
ま
す
が
、
私
自
身

は
こ
の
春
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
始

め
ま
し
た
。
念
願
の
一
人
暮
ら
し

だ
っ
た
の
で
す
が
、
親
に
頼
り

切
っ
て
い
た
家
事
を
す
る
大
変
さ

を
身
に
染
み
て
感
じ
て
い
て
、
家

事
を
し
て
く
れ
て
い
た
親
に
は
本

当
に
感
謝
し
か
な
い
で
す
。
皆
さ

ん
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
お
忙
し
い

日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
お
元
気
で

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
౻
ా
༤
େ



◯ 第62号 令和 7年１０月 １ 日 令和 7年１０月 １ 日１ü

大学入試合格状況
国　　立　　大　　学

大　学　名
現　役 既　卒

合計
普通 国際理学 普通 国際理学

北 海 道 大 3 2 5
東 北 大 1 1 1 2 5
筑 波 大 1 1
東 京 大 2 1 3
東 京 学 芸 大 1 1
東 京 科 学 大 1 1
福 井 大 1 1
静 岡 大 1 1 2
名 古 屋 大 1 1 2
名 古 屋 工 大 2 1 1 4
三 重 大 1 1
滋 賀 大 2 2
京 都 大 5 8 2 3 18
大 阪 大 17 2 7 26
大 阪 教 育 大 1 1
神 戸 大 16 5 5 1 27
兵 庫 教 育 大 1 1
奈 良 女 子 大 1 1
鳥 取 大 7 3 10
島 根 大 1 1
岡 山 大 21 3 3 27
広 島 大 3 1 3 1 8
山 口 大 1 1
徳 島 大 2 2 4
香 川 大 1 1
高 知 大 1 1
九 州 大 4 5 9
九 州 工 大 1 1
国立大学計 93 25 36 11 165

公　　立　　大　　学

大　学　名
現　役 既　卒

合計
普通 国際理学 普通 国際理学

東 京 都 立 大 3 3
名古屋市立大 1 1
京 都 府 立 大 1 1
大 阪 公 立 大 7 3 4 14
神戸市看護大 2 2
兵 庫 県 立 大 21 3 7 1 32
神 戸 市 外 大 1 1
奈 良 県 立 大 1 1
岡 山 県 立 大 1 1
広 島 県 立 大 1 1
尾 道 市 立 大 2 2
下 関 市 立 大 2 2
愛媛医療技術大 1 1
北九州市立大 1 1
公立大学計 43 6 13 1 63
国公立大学計 136 31 49 12 228

国公立大学　医学部　医学科
福 井 大 1 1
大 阪 大 1 1
島 根 大 1 1
高 知 大 1 1
医学科　計 0 3 0 1 4

私　立　大　学（抜粋）
青 山 学 院 大 1 1
慶 応 大 1 2 3 6
上 智 大 1 1
立 教 大 1 3 4
法 政 大 1 1
明 治 大 1 1
早 稲 田 大 3 6 1 10
同 志 社 大 39 5 35 9 88
立 命 館 大 32 3 37 11 83
関 西 大 12 8 20
近 畿 大 39 21 60
関 西 学 院 大 126 6 32 2 166
甲 南 大 17 8 1 26
私立大学計 350 29 165 37 581

令和7年度
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⿎
ඣ
த
ỏݝ
ঁ
ỏ

ซ
த

首
藤

学
郎

松
本

多
喜
雄

名
定

અ

八
若

ޭ

川
本

昭
道

伊
藤

昭
二

ബ
木

ড়
道

西
村

誠
吾

三
木

仁
郎

松
田

修
一

▪
西
�
～
�
回

井
上

智
恵
子

大
܂

武
雄

髙
谷

日
ग़
男

深
田

幸
子

ݐ
部

ᚸ
治

池
内

弘

小
原

修

鎌
谷

博
善

ਆ
塚

稔

尾
崎

美
代
子

本
林

武
子

▪
西
�
～
10
回

伊
藤

健
一

岸
本

廣
一

三
和

政
弘

藤
井

ҍ
子

山
本

明
子

青
木

正
博

生
ۨ

清

岩
田

晋
一

繁
村

直

ឬ
川

恵
司

田
৲

兼
之

福
永

ڧ

త
೮

ڭ
介

横
野

ਐ

吉
田

一
෋

石
田

紀
子

内
山

佐
知
子

小
野

ϑ
ϛ

河
部

と
よ
子

安
本

代
子

山
本

美
恵
子

稲
田

ݎ
太
郎

宇
多
川

昭

大
江

勝

֟
本

܄

佐
ഢ

武
彦

ཾ
田

信
也

廣
෋

元

山
川

一
郎

井
上

久
美
子

大
西

美
知
子

֟
元

ກ
子

中
安

明
美

西
本

ొ
智
子

南
垣

公
子

伊
藤

康
二

大
ࣨ

ၥ

衣
ּ

俊
一

木
村

ກ

島
村

哲
哉

髙
瀬

ߵ

田
中

博
之

西
川

義
ن

本
多

吉
信

井
上

浩
子

上
野

美
知
子

ࡕ
部

෋
士
子

下
村

恵
子

孝
橋

明
子

藤
部

桂
子

ሟ
ೲ

角
子

山
本

͖
͵
代

௷
ࡕ

一
弘

中
井

秀
෉

中
村

ৗ
Ӂ

濵
田

長
৳

藤
原

達
也

二
見

宣

前
田

཮
三

త
೮

泰
典

吉
本

祥
生

Ѷ
谷

千
嘉
子

井
本

啓
子

梅
宮

志
津
代

黒
田

恵
美
子

೾
根

༿
子

藤
崎

純
子

藤
原

里
美

▪
西
11
～
15
回

有
方

市
雄

牛
尾

喜
道

内
上

຿

岡
村

修
਎

小
泉

周
一

佐
ഢ

博
道

ᓎ
井

豊

佐
野

充
茂

ਆ
保

徳
三
郎

田
中

亨

中
谷

光
男

中
村

ᰉ

ఉ
和
田

߃
和

ᖛ
本

ཾ
彦

吉
田

繁
一

下
山

久
子

ݐ
部

෋
子

土
居

昌
子

戸
水

佳
子

横
田

ͨ
か
江

阿
᥆

輝
美

新
井

昭
彦

ཛྷ

һ
章

石
見

利
勝

大
野

宗
ൣ

岡
本

弘
෋

喜
多

典
雄

長
尾

ߛ
輔

西
村

健

福
本

߈

藤
原

義
隆

ү
部

ᐄ
子

২
田

良
子

ࡕ
口

百
合
子

田
中

良
子

中
山

直
江

渡
辺

弥
生

੺
坂

浩

井
奥

博
之

伊
藤

隆
三

木
村

陽
行

大
څ

義
昭

内
藤

Җ
敏

苦
瓜

顕
一

村
上

克
也

山
本

哲
世

石
川

香
津
子

大
谷

洋
子

荻
野

美
恵
子

林

᠆
子

福
永

美
津
子

吉
田

恵
子

井
上

喜
之

ᜊ
藤

信
雄

杉
岡

次
郎

౵
井

和
行

中
田

ߛ
一
郎

松
本

智
行

三
木

勝
二
郎

美
根

慶
樹

三
宅

泰
弘

森
田

彰

ࠓ
本

史
代

岩
垣

ొ
美
子

上
西

幸
子

内
海

順
子

佐
ഢ

ӯ
子

佐
ഢ

裕
美

伴
஥

宣
子

຀
野

美
ಸ
子

宮
崎

থ
子

山
口

ರ
子

新
井

哲
三

井
内

勝
正

井
澤

博
敏

梅
谷

友
信

大
多

保
行

小
澤

ߛ
司

北
村

喜
久
男

古
賀

隆
治

࡫
木

޷
武

志
野

友
義

髙
島

ߛ
一

高
嶋

൏
二

多
根

৳
彦

野
地

正
෩

೻
戸

正
ਉ

藤
原

信
之

ງ
中

章
男

前
田

良
三

松
尾

謙
二

松
本

武
司

森
本

雅
昭

渡
邊

晃

ཛྷ

悠
子

岡
崎

よ
り
子

梶
田

希
吉
子

梶
本

美
智
子

松
本

亮
子

প
田

紀
代

山
名

和
代

▪
西
16
～
20
回

青
木

৳
෉

梶

良
之

木
永

和
郎

斎
藤

和
美

清
水

勝

大
東

র
政

千
原

和
෉

福
竹

泰
彦

安
平

和
彦

八
十

க
雄

山
口

博
巳

牛
尾

直
美

島
本

ͪ
͋
͖

松
本

か
よ

山
口

清
美

山
本

明
子

井
ϊ
原

勝

石
見

満
寿
太

上
月

章
三

原

隆
雄

本
৓

靖
亮

ҵ
木

真
知
子

沖

幸
子

武
内

Ү
子

田
中

ᚸ
理
子

田
中

幹
子

原

道
代

池
内

政
弘

位
田

隆
一

井
上

雅
ᅵ

川
田

順
一

ौ
田

隆
俊

菅
尾

英
文

長
尾

卓
෉

松
本

隆
正

足
立

順
子

井
野

અ
子

井
上

美
也
子

小
林

恭
子

佐
賀

と
΋
子

髙
田

ϛ
ε
ζ

多
田

祥
子

石
井

清

᛹
部

博
史

岩
崎

和
文

上
田

ز
෉

栄
藤

徹

江
見

治

大
塚

一
仁

岡
本

ө
一

黒
田

博
文

後
藤

順
一

小
林

憲
昭

Ԙ
崎

ษ

清
水

健
一

髙
橋

正
行

玉
田

滋

౵
井

恵
三

中
川

一
三
෉

中
西

健
二

中
村

賢

野
村

純

柳
川

芳
廣

有
方

哲
子

ӿ
本

恵
子

尾
崎

美
紀

陰
山

隆
子

菅
原

य़
代

छ
田

博
子

中
川

知
子

原
田

཯
子

武
ּ

憲
子

村
上

直
子

Ѱ
田

真
੅

ઙ
田

陽
一

石
田

陽
崇

石
原

敏
博

市
川

博
敏

稲
垣

善
宣

上
原

一
朗

牛
尾

޷
孝

上
森

久
喜

大
熊

正
美

大
谷

康
紀

海
原

洋

片
嶋

紀
博

河
田

悦
男

紀
井

芳
治

小
池

浩
太
郎

ࣇ
嶋

久
剛

澤
田

千
博

高
島

隆
三
郎

田
۱

英
一
郎

中
杉

隆
෉

中
安

隆

野
田

和
秀

橋
本

幸
࢚

花
ۅ

寛

松
岡

京
平

三
木

明

村
本

修
三

森

和
実

山
口

博
司

山
下

޷
雄

山
田

邦
෉

山
本

隆
෉

横
山

喜
一

米
田

光
廣

井
上

純
子

上
田

य़
子

大
島

道
子

大
原

恵
子

加
瀬

΍
よ
͍

川
野

幸
子

木
下

康
子

後
藤

ਫ਼
子

中
野

純
子

西
田

公
子

野
村

信
子

東
嶋

ᚸ
由
美

日
和

陽
子

安
平

佐
千
代

芳
田

保
子

▪
西
21
～
25
回

青
田

勝

安
積

達
郎

石
川

宗
三

ݘ
෬

康
郎

井
上

正
良

尾
藤

博
通

木
村

昭
博

܂
名

英
一

河
本

雄
二
郎

ࣇ
島

俊
行

佐
藤

信
一

下
村

隆
一

髙
島

敏
史

竹
内

恵

竹
内

剛
志

谷
口

武

津
田

隆
雄

అ

修

永
井

明
博

西
岡

平
෉

幡
中

雅
樹

福
井

正
敏

前
川

正

前
田

盛
明

三
木

ҳ
郎

三
宅

正
ྙ

宮
下

啓
一

༅
川

和
久

吉
野

博
志

上
原

͍
ͭ
子

賀
川

栄

ਆ
谷

永
子

岸
本

裕
子

木
村

๪
子

澤
田

三
栄
子

Ԙ
崎

美
子

高
見

੅
江

田
村

明
美

中
川

ዳ
子

長
島

伊
久
子

永
田

ྩ
子

橋
本

陽
江

藤
本

政
子

三
田

཯
子

天
野

勝
介

伊
藤

大
典

上
田

寛

岡
田

俊
郎

尾
田

良
一

鎌
松

浩

後
藤

༿
一

白
川

ྃ
一

高
田

芳
博

田
۱

泰
三

প
田

章
一

੕
野

޷
次

三
木

拓

石
川

ᚸ
紀
子

石
原

豊
美

২
田

理
子

河
田

真
砂

坂
本

真
理
子

白
川

ͪ
よ

玉
井

孝
子

西
村

雅
子

林

裕
美
子

山
辺

͚
͍
子

ळ
山

Ү
也

ઙ
見

正
憲

۳
橋

保
雄

後
藤

೥
芳

新
福

杉
෉

中
野

一
三

橋
本

和
幸

ᖛ
田

聡

松
本

憲
明

山
下

哲
也

山
本

ᚸ
也

吉
中

康
博

前
田

ᚸ
知
子

੺
塚

恵

阿
ી

晋
一

有
田

弘
康

一
井

正
彦

小
河

智

河
合

弘
一

河
内

一
真

京
谷

泰
明

小
谷

裕
二
郎

坂
元

宣
之

菅
長

一
郎

高
島

康
邦

田
郷

太
三

௷
ࡕ

嘉
彦

中
川

雅
文

廣
坂

之
雄

穂
積

洋
一
郎

宮
下

欣
二

宮
下

ਫ਼
二

村
井

正
己

柳
川

洋
輝

石
川

孝
子

小
田

良
子

後
藤

紀
子

藤
崎

典
子

大
角

秀
明

太
田

茂
宏

大
西

豊

大
村

㐻
史

小
田

芳
ܦ

玉
ӽ

和
博

中
安

章

林

孝
次

福
岡

彰
宏

ෆ
ࢮ
原

正
文

ৼ
角

秀
行

古
谷

昌
裕

妻
ࣛ

泰
友

森
下

博
文

吉
田

裕
康

ᣟ
野

裕
子

片
岡

美
世

古
谷

三
十
鈴

本
年
度
も
育
英
事
業
の
奨
学
金
寄
付
は
、
多
く
の
方
か
ら
の
お
志
が
あ
り
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
達
に
給
付
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
現
在
、
月

額
２
万
円
、
大
学
入
学
祝
金
20
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。）

今
回
の
寄
付
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
ご
寄
付
を
頂
戴
し
た
皆
様
に
感
謝

の
意
を
表
し
ま
し
て
、
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
6
年
10
月
〜
令
和
7
年
7
月
末
現
在
（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

ന
৓
ձ
ҭ
ӳ
ࣄ
ớۀ
奨
学
金
Ờ寄
付
者
͝
๕
໊

令
和
�
年
度
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▪
西
26
～
30
回

石
田

直
也

井
上

善
博

井
上

智
博

井
村

美
樹

尾
内

一
信

小
林

昌
彦

酒
井

久
芳

坂
田

佳
一
郎

髙
井

誠

中
野

隆
雄

萩
原

喜
樹

山
下

茂
樹

井
貫

千
嘉
子

岡
野

順
子

国
原

喜
美
子

小
坂

雅
代

田
﨑

俊
美

苦
瓜

和
代

尾
藤

と
よ
子

松
本

昭
子

村
田

典
子

吉
原

敬
子

天
野

博
介

伊
賀

文
保

伊
勢

博
幸

熊
野

晃

黒
田

信
稔

後
藤

昇
平

佐
藤

佳
朗

柴
田

宗
之

空
地

顕
一

宅
間

正
男

田
村

忍

兜
坂

法
文

長
野

秀
幸

福
島

泰
正

藤
井

隆

三
浦

由
博

八
木

浩
司

金
田

敬
子

黒
川

衣
代

中
村

珠
美

西
岡

良
枝

原

享
子

福
田

恵
美

井
上

達
也

籠
田

勝
男

河
瀬

昌
博

小
西

博
之

清
流

祐
昭

高
倉

泰
二

辻
田

博
史

中
安

猛

坊
垣

昌
明

南

和
宏

井
上

文

佐
藤

千
草

船
坂

芳
江

桝
田

裕
子

梅
崎

泰
司

岡
田

裕
康

小
原

章
裕

喜
田

克
英

日
下
部

聡

高
馬

和
宏

古
宮

哲
朗

友
廣

隆
宣

中
野

憲
二

藤
田

昌
明

本
間

運
也

前
田

茂
義

真
能

充
利

三
木

裕
之

道
下

薫

山
名

正
哲

吉
田

直
人

天
野

玉
記

岸
田

慶
子

田
口

純
子

林

叔
子

南

佳
代

岡
本

潤
一

古
角

美
之

佐
竹

司

高
部

昭
久

多
根

亨

多
根

幹
雄

戸
田

誠

八
若

博
司

福
井

康
裕

藤
澤

正
人

穂
積

俊
輔

吉
田

正
樹

市
岡

真
裕
美

大
村

泰
子

小
山

通
子

中
川

光
子

森
本

佳
代

▪
西
31
～
35
回

網
嶋

秀
樹

石
原

諭

上
山

勝
久

沖
田

弘
人

尾
島

祐
輔

川
上

真
一

河
島

幸
雄

澤
田

裕

高
島

浩

竹
内

克
謹

白
子

直
秀

長
谷
川

順
一

深
澤

元
晴

藤
岡

靖
之

八
十

芳
樹

渡
辺

雅
子

上
森

京
子

桂
井

由
佳
子

川
端

久
美
子

坂
元

邦
子

南
保

聖
子

中
野

真
寿
美

藤
原

久
実

干
谷

友
架
理

松
岡

弘
美

山
本

千
加
子

石
井

義
人

牛
尾

収
輝

大
竹

静

大
西

文
一
郎

大
山

貴
之

鎌
田

翼

鎌
谷

一
磨

黒
子

達
郎

高
坂

守

清
水

武

田
中

和
人

田
村

淳

近
森

厚
史

中
村

滋
彦

橋
爪

秀
史

深
谷

孝
至

福
永

徳
善

藤
﨑

智
幸

三
宅

滋
雄

村
上

高

大
塚

有
紀
子

大
山

由
紀
子

河
部

佳
世
子

小
池

多
佳
子

柴
崎

正
代

田
村

珠
生

中
嶋

野
花

名
定

ひ
と
み

藤
井

玲
子

水
野

晴
子

一
色

俊
宏

大
原

淳
司

荻
野

耕
一

尾
上

劉
次

梶
浦

英
明

川
本

清
治

岸
本

武
祐

清
瀬

欣
之

清
瀬

和
彦

黒
田

祐
一

島
田

哲
成

砂
田

浩
彰

高
浜

主
税

浜
中

秀
信

三
木

正
敏

山
本

憲
行

米
田

和
繁

鎌
田

千
鶴

高
馬

洋
子

兒
玉

悠
允
子

杉
生

悦
子

多
田

智
恵
子

松
尾

弘
子

天
野

善
介

池
内

洋
一

井
上

卓
也

大
西

雅
之

寺
脇

和
郎

中
里

健
次
郎

三
木

学

大
澤

真
紀

大
原

亜
由
美

小
林

暢
子

北
口

朋
子

高
井

智
子

高
橋

純
子

泉

宣
昭

井
上

昌
章

黒
田

裕
治

米
谷

啓
和

坂
口

昌
章

佐
治

孝
利

菅
野

由
人

近
森

健
三

藤
井

章
義

前
田

芳
男

八
杉

昌
彦

井
関

幸

牛
田

美
幸

片
山

祥
子

土
井

麻
里

東
郷

貴
子

金
丸

裕
子

岡
崎

由
佳

松
原

純
子

▪
西
36
～
45
回

飯
塚

正
博

伊
賀

裕
恭

井
上

裕
文

宇
治

英
俊

河
島

康
則

小
林

秀
昭

安
田

辰
男

明
石

定
子

江
指

容
子

栗
岡

昌
子

山
本

美
和

阿
部

英
之

小
川

修
一

尾
田

浩

片
山

啓
司

河
野

康

志
水

嘉

塚
崎

裕
司

塚
本

正
樹

中
谷

裕
司

西
海

誠

古
川

和
彦

三
木

秀
樹

箕
作

幸
治

位
田

明
子

高
久

尚
子

大
西

佳
代
子

八
田

文
裕
子

松
尾

礼

横
田

陽
子

稲
田

剛
士

尾
田

正
樹

小
野

光
洋

尾
上

英
雄

合
田

浩

坂
口

嘉
裕

竹
内

雄

谷
口

慎
二

土
居

充

松
本

弘
幸

青
柳

亜
矢
子

上
坪

知
世

新
居

し
げ
り

伊
賀

真
理

伊
賀
﨑

裕
子

上
田

深
雪

久
次
米

依
子

山
地

安
紀
子

村
島

真
由
美

望
月

恵

位
田

智
広

玉
田

康
成

日
髙

正
巳

藤
塚

謙
次
郎

松
井

理
晃

小
西

久
美
子

福
本

佐
和
子

大
塚

元
英

立
岩

洋
一

廣
岡

栄
志

増
田

朋
和

八
木

徹
雄

柳
田

宗
之

渡
邊

友
宏

山
田

わ
か
ば

斎
藤

明
子

相
楽

尚
美

永
尾

寿
子

安
見

正
悟

市
川

修

岩
野

智
哉

梅
澤

孝
史

大
場

健
史

奥
平

圭
輔

岸
本

英
樹

北
尾

裕
寿

小
島

智
己

利
安

宏
文

古
川

八
州
男

前
原

慎
也

山
本

清
尊

五
百
井

寛
明

小
林

謙
祐

中
里

大
祐

三
宅

竜
太
郎

山
野

正
豊

行
政

聡
子

長
野

秀
雄

東
口

尚
五

前
田

晃
宏

西
村

実
希
子

平
田

美
咲

槇

基
宣

満
留

俊
介

山
本

寛
明

岡
田

恵
子

菊
岡

由
美
子

福
山

真
由
美

高
坂

延
良

武
田

祥
彦

樋
口

仁

前
田

泰
雅

松
井

康
治

松
本

泰
暢

八
幡

大
介

山
本

賢
志

藤
田

淳
子

▪
西
46
～
75
回

上
妻

周
太
郎

須
方

大
介

畑
野

正
和

栗
田

理
恵

藤
森

美
鈴

山
中

明
世

米
澤

知
佐
子

岡
田

正
弥

上
大
田

孝

橘
鷹

伴
幸

黒
川

真
一
郎

伊
達

啓

田
村

貴
司

永
井

孝
佳

長
谷
川

剛

森
井

順
之

吉
田

桂

布
下

薫

田
中

祥
乃

鍔
本

誉
利
子

川
口

直
毅

京
極

学

小
島

豊
一
郎

立
花

隆
介

藤
田

盛
弘

井
上

裕
恵

岡
本

香
織

牛
尾

洋
介

尾
崎

雄
一
郎

髙
田

尊
信

三
浦

仁

宗
實

亮

尾
田

ま
ゆ
み

後
藤

文
子

足
立

憲
正

大
塚

貴
司

奥
村

直
也

枌
原

浩
太

川
嶋

克
利

足
立

明
子

松
岡

洋
平

水
野

秀
一

岡
本

真
綾

岩
田

公
司

尾
形

晋
司

三
谷

洋
平

津
志

智
子

尾
田

宏
美

飯
塚

章
雄

原
田

健
太
郎

丸
尾

剛

川
津

芙
美

清
瀬

真
太
郎

元
治

健
太

濵
田

貴
士

水
野

貴
允

石
川

美
希
子

藤
原

史
織

岡
田

兼
典

福
井

健
二

三
輪

幸
祐

田
口

委
代

石
田

裕
貴

宇
﨑

貴
雄

高
倉

裕
征

中
村

嘉
希

中
嶋

崇

松
本

吉
尊

南

茂
和

石
川

佑
香

南

絵
里
子

豊
嶋

佑
輔

小
山

裕
右

永
井

航
平

西
川

正
太
郎

安
平

洋
子

小
山

絵
莉

麻
生

椋
汰

木
多
見

峻

首
藤

康
智

石
谷

健

水
野

彰
人

小
山
内

健
太

森
澤

祐
介

岡
田

寛
史

黒
田

貴
也

藤
原

壮
大

橘

武

榮
井

彩
乃

大
西

文
太
郎

中
川

欽
士
郎

小
山
内

遥
香

尾
田

誠
司

藤
田

葵

帶
島

滉
生

山
口

大
地

隂
山

愛
子

片
山

拓
哉

北
尾

結
花

谷
端

七
海

陰
山

真
吾

北
尾

菜
月

上記の他に
匿名希望の方が、
178名おられます。

回
生
別
奨
学
金
寄
付
者
人
数

令
和
6
年
度

姫
中
51
0
人

〃
52
2
人

〃
53
1
人

〃
54
0
人

〃
55
2
人

〃
56
1
人

〃
57
0
人

〃
58
1
人

〃
59
1
人

〃
60
1
人

〃
61
1
人

〃
62
1
人

県
女

0
人

併
中

0
人

西
高
1
1
人

〃
2
1
人

〃
3
3
人

〃
4
1
人

〃
5
8
人

〃
6
6
人

〃
7
19
人

〃
8
15
人

〃
9
18
人

〃
10
20
人

〃
11
21
人

〃
12
24
人

〃
13
16
人

〃
14
20
人

〃
15
35
人

〃
16
18
人

〃
17
13
人

〃
18
18
人

〃
19
34
人

〃
20
59
人

〃
21
49
人

〃
22
28
人

〃
23
17
人

〃
24
29
人

〃
25
20
人

〃
26
26
人

〃
27
30
人

〃
28
18
人

〃
29
24
人

〃
30
20
人

〃
31
29
人

〃
32
37
人

西
高
33
27
人

〃
34
17
人

〃
35
20
人

〃
36
12
人

〃
37
24
人

〃
38
24
人

〃
39
8
人

〃
40
16
人

〃
41
17
人

〃
42
10
人

〃
43
9
人

〃
44
11
人

〃
45
11
人

〃
46
11
人

〃
47
15
人

〃
48
10
人

〃
49
9
人

〃
50
8
人

〃
51
5
人

〃
52
6
人

〃
53
7
人

〃
54
10
人

〃
55
5
人

〃
56
2
人

〃
57
8
人

〃
58
3
人

〃
59
5
人

〃
60
1
人

〃
61
1
人

〃
62
6
人

〃
63
3
人

〃
64
3
人

〃
65
3
人

〃
66
3
人

〃
67
4
人

〃
68
2
人

〃
69
0
人

〃
70
1
人

〃
71
0
人

〃
72
1
人

〃
73
2
人

〃
74
1
人

〃
75
2
人

〃
76
0
人

合
計
1
0
3
1
名
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皆
様
方
か
ら
い
た
だ
く
貴
重
な

年
会
費
は
、
全
国
2
万
5
千
余
名

の
会
員
の
方
々
へ
の
白
城
会
通
信

発
行
費
用
に
、
ま
た
母
校
の
施

設
・
設
備
、
進
路
指
導
、
部
活
動
、

学
校
広
報
、
国
際
交
流
へ
の
支

援
、
等
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
令
和
6
年
度
の
納
入
者

数
は
毎
年
3
、0
0
0
人
を
割
り

込
み
（
会
員
の
約
12
％
）、
ま
だ

ま
だ
白
城
会
運
営
に
必
要
な
額
に

は
不
足
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

一
方
、
今
年
も
同
窓
会
開
催
記

念
の
ご
寄
付
を
4
件
（
中
59
回
、

西
12
回
、
17
回
、
25
回
）
い
た
だ

い
て
お
り
、
運
営
が
厳
し
い
中
、

非
常
に
助
か
っ
て
お
り
ま
す
。
紙

面
で
も
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

白
城
会
奨
学
金
は
皆
様
か
ら
の

ご
寄
付
を
基
に
、「
育
英
事
業
口

座
」
に
て
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。令

和
6
年
度
（
令
和
6
年
4
月

〜
令
和
7
年
3
月
）
に
は
、
白
城

会
奨
学
金
を
8
名
、
入
学
支
援
金

を
3
名
に
計
2
5
2
万
円
、
姫
路

西
高
・
播
磨
屋
助
次
郎
財
団
は
、

奨
学
金
を
11
名
、
入
学
支
援
金
を

4
名
に
計
3
4
4
万
円
、
両
奨
学

金
で
5
9
6
万
円
も
の
多
額
な
奨

学
金
を
給
付
し
ま
し
た
。

現
在
、
毎
月
2
万
円
、
大
学
合

格
祝
金
20
万
円
を
支
給
し
て
い

ま
す
と
と
も
に
、
人
数
も
白
城

会
、
財
団
合
わ
せ
平
均
各
学
年
7

名
（
合
計
20
名
程
度
）
に
支
給
し

て
お
り
ま
す
。
全
国
的
に
見
て
も

こ
の
よ
う
な
手
厚
い
制
度
は
珍
し

い
と
聞
き
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
日
本
を
背
負
っ
て
い

く
若
者
に
少
し
で
も
支
援
を
続
け

て
い
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
2
月
に
市
役
所
白
城

会
、6
月
に
東
京
及
び
京
都
支
部
、

9
月
に
は
神
戸
が
懇
親
会
あ
り
の

総
会
を
開
催
さ
れ
、
12
月
13
日
㈯

に
は
大
阪
が
開
催
予
定
で
す
。
ま

た
、
各
支
部
（
及
び
支
部
合
同
）

の
独
自
の
活
動
も
行
わ
れ
、
本
部

と
協
力
し
て
、
会
員
の
縦
横
の
繋

が
り
を
よ
り
強
く
し
、
会
員
同
士

の
親
睦
を
よ
り
図
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

白
城
会
の
輪
を
大
き
く
し
て
い
く

よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ご

協
力
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

事
務
局
長

山
本
隆
夫
（
西
高
20
回
）

平
素
は
、
白
城
会
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
、
11
月
8
日
㈯
に
開
催
の
予
定
で
す
。
多
数

の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

西
高
は
「
国
際
理
学
科
」
40
名
を
含
め
、
2
8
0
名
の
新
入
生
を
迎

え
、
生
徒
た
ち
は
元
気
に
勉
学
や
部
活
動
に
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

育英事業
（奨学金）
寄付の

お礼・お願い

　奨学金のご寄付は、本年度も1，000人の会員の方々より継続してご厚志を頂戴
し、役員一同非常に感謝しております。
　令和 2年度より、毎月の支給額、大学合格祝い金をそれぞれ 2万円、20万円に
増額しております。経済的に厳しい生徒達への援助を増強すると共に、同じ趣旨
の西高行事にも活かさせてもらいます。金額は 1口＝1，000円からで、年会費と
併せての振込用紙にての振込をお願いしております。
お手数をお掛けいたしますが、ご協力の程よろしくお願いいたします。

口　 座　 名 白　 城　 会（一般用） 育  英  事  業 名 簿 委 員 会
ゆうちょ銀行からの振込 01180‒0‒8128 00910‒9‒308185 01160‒8‒81207
ゆうちょ銀行以外の金融機関より （店番）119 当座（2）0008128 （店番）099 当座（2）0308185 （店番）119 当座（2）0081207

ճੜ
令和
�年౓
݅਺

令和
�年౓
݅਺

令和
�年౓
݅਺

令和�年౓
݅਺ લ年౓૿ݮ

姫中51 1 1 0 0 0
52 2 2 2 2 0
53 1 0 0 2 2
54 2 3 2 1 －1
55 5 4 4 3 －1
56 4 5 3 1 －2
57 7 7 5 4 －1
58 10 5 6 6 0
59 10 6 6 4 －2
60 8 6 4 2 －2
61 6 4 4 4 0
62 11 9 7 4 －3
県女 3 3 2 2 0
併中 5 3 3 1 －2
西高 1 3 3 2 1 －1
2 6 8 6 4 －2
3 31 26 23 17 －6
4 25 19 16 13 －3
5 35 31 29 19 －10
6 47 38 34 28 －6
7 64 61 60 42 －18
8 54 50 39 44 5
9 77 68 63 57 －6

令和�年౓ 令和�年౓ 令和�年౓ 令和�年౓
ൃ ૹ ਺ 24,469通 24,420通 24,380通 24,308通
ৼ݅ࠐ਺߹ܭ 3,191件 2,985件 2,925件 2,913件
ৼ ࠐ ཰ 13.0％ 12.2％ 12.0％ 12.0％
ৼֹۚࠐ 596万円 567万円 562万円 546万円

注 1．振込率は、白城会通信発送数に対しての維持会費振
込件数です。

注 2．令和 6年度は、令和 7年 5月31日現在です。

白
城
会
年
会
費
に
つ
い
て

1
奨
学
金
に
つ
い
て

2

事
務
局
よ
り

3

ճੜ
令和
�年౓
݅਺

令和
�年౓
݅਺

令和
�年౓
݅਺

令和�年౓
݅਺ લ年౓૿ݮ

西高10 59 60 51 52 1
11 62 59 59 56 －3
12 73 78 76 63 －13
13 61 63 50 59 9
14 73 68 66 56 －10
15 64 66 62 71 9
16 56 57 65 55 －10
17 52 43 49 50 1
18 79 103 75 88 13
19 97 99 96 101 5
20 110 94 110 108 －2
21 104 101 105 102 －3
22 79 77 82 73 －9
23 62 55 53 61 8
24 72 67 73 77 4
25 60 63 61 63 2
26 58 63 62 60 －2
27 71 70 75 82 7
28 69 69 66 74 8
29 148 66 77 80 3
30 61 55 62 58 －4
31 79 81 85 83 －2
32 80 77 84 88 4

ճੜ
令和
�年౓
݅਺

令和
�年౓
݅਺

令和
�年౓
݅਺

令和�年౓
݅਺ લ年౓૿ݮ

西高33 73 64 75 72 －3
34 62 71 68 59 －9
35 55 59 54 46 －8
36 60 54 57 49 －8
37 61 56 49 60 11
38 45 40 50 48 －2
39 36 32 32 31 －1
40 44 39 35 45 10
41 47 45 50 52 2
42 35 32 27 33 6
43 32 28 29 32 3
44 33 40 40 38 －2
45 33 28 27 26 －1
46 26 27 26 31 5
47 37 33 28 28 0
48 18 16 15 21 6
49 26 28 20 20 0
50 17 15 18 19 1
51 14 16 19 18 －1
52 22 23 13 16 3
53 21 19 13 18 5
54 16 16 10 14 4
55 13 13 14 15 1

ճੜ
令和
�年౓
݅਺

令和
�年౓
݅਺

令和
�年౓
݅਺

令和�年౓
݅਺ લ年౓૿ݮ

西高56 8 4 7 7 0
57 21 15 14 15 1
58 12 11 8 10 2
59 9 12 7 11 4
60 17 14 13 13 0
61 15 9 11 14 3
62 20 19 20 13 －7
63 9 6 6 9 3
64 8 4 4 8 4
65 9 7 11 10 －1
66 9 3 9 6 －3
67 12 11 7 11 4
68 12 11 7 8 1
69 14 12 12 7 －5
70 15 11 9 7 －2
71 10 7 5 5 0
72 15 14 12 8 －4
73 20 12 12 8 －4
74 － 13 8 10 2
75 － － 10 8 －2
76 － － － 13 13
77 令和 7年 3月卒業
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Ｉ Ｎ Ｆ Ｏ Ｒ Ｍ Ａ Ｔ Ｉ Ｏ Ｎ
お知らせ＆ごあんない

▼
離
任
さ
れ
た
先
生
・
職
員

竹
内

賢
政（
教　
　

頭
）星
陵
高
校
へ

上
村

泰
之（
事
務
長
）姫
路
東
高
校
へ

髙
田

和
郎（
数　
　

学
）退
職（
高
砂
南
高
校
へ
）

野
中

進
也（
英　
　

語
）高
砂
南
高
校
へ

内
田

雄
三（
生　
　

物
）小
野
高
校
へ

西
本

啓
晋（
英　
　

語
）淡
路
高
校
へ

平
野
菜
穂
子（
臨
時
講
師
・
英
語
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

姫
路
市
立
広
畑
第
二
小
学
校
へ

梅
澤

有
里（
臨
時
講
師
・
養
護
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
田
市
立
ゆ
り
の
き
台
中
学
校
へ

▼
着
任
さ
れ
た
先
生
・
職
員

吉
田

博
士（
教　
　

頭
）山
崎
高
校
よ
り

田
中

隆
之（
事
務
長
）網
干
高
校
よ
り

稲
葉

浩
介（
生　
　

物
）小
野
高
校
よ
り

晋
川
真
由
美（
英　
　

語
）姫
路
飾
西
高
校
よ
り

吉
田

康
介（
数　
　

学
）高
砂
南
高
校
よ
り

横
道

裕
太（
英　
　

語
）姫
路
北
高
校
よ
り

榊
原

未
紀（
養　
　

護
）新
規
採
用

金
子

美
保（
臨
時
講
師
・
英
語
）休
業
代
替

令和5年度 一般会計収支決算報告
ʢࣗ 令和 ü年１０月 １ 日ʙࢸ 令和 6年 9月3０日ʣ

校
内
顧
問

山
本

清
尊（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）退
任

頼
光

隆
史（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）就
任

P
T
A
役
員
の
異
動
●

母
校
職
員
異
動
●

� ऩೖͷ෦� ʢ୯Ґɿԁʣ

費　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異
前年度繰越金
総会当日会費
理事幹事会当日会費
在校生会費（入会金）
一般維持会費
名簿口座より繰入金
受取預貯金利息
寄 付 金

3，246，746
1，000，000
300，000

1，000，000
6，000，000

0
10
0

3，246，746
1，074，100
373，000

1，004，400
5，626，250

0
489

6，806，067

0
74，100
73，000
4，400

－373，750
0

479
6，806，067

ऩ ೖ ߹ ܭ 11，546，756 18，131，052 6，584，296

� �ग़ͷ෦ࢧ ʢ୯Ґɿԁʣ

費　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　異

総 会 関 係 費
白城会通信費
通 信 費
事 務 委 託 費
事 務 用 品 費
会 議 費
慶 弔 費
支部総会関係費
施 設 設 備 費
光かがよう分担金
支 援 費
国際交流基金
雑 費
予 備 費
会 員 支 援 費
次年度繰越金

1，200，000
3，700，000
400，000

1，658，500
120，000
550，000
200，000
610，000
300，000
200，000
200，000
600，000
100，000
100，000
100，000

1，508，256

1，630，370
3，724，415
387，805

1，658，500
147，468
458，758
214，034
556，000

0
176，000
80，302
600，000
47，034

0
20，000

8，430，366

430，370
24，415

－12，195
0

27，468
－91，242
14，034

－54，000
－300，000
－24，000
－119，698

0
－52，966
－100，000
80，000

6，922，110

ࢧ ग़ ߹ ܭ 11，546，756 18，131，052 6，584，296

森
下

一
男
氏

令
和
7
年
5
月
ご
逝
去

　
　（
校
長
・
昭
和
63
年
4
月
〜
平
成
3
年
3
月
）

山
田

足
穂
氏

令
和
5
年
10
月
ご
逝
去

　
　（
教
諭
・
昭
和
27
年
4
月
〜
昭
和
36
年
3
月
）

山
田

道
子
氏

令
和
6
年
11
月
ご
逝
去

　
　（
教
諭
・
昭
和
26
年
4
月
〜
昭
和
32
年
3
月
）

井
上

博
道
氏

令
和
6
年
11
月
ご
逝
去

　
　（
教
諭
・
昭
和
40
年
4
月
〜
昭
和
52
年
3
月
）

建
石

道
男
氏

令
和
5
年
10
月
ご
逝
去

　
　（
教
諭
・
昭
和
47
年
4
月
〜
昭
和
61
年
3
月
）

旧
職
員
訃
報

　 5歳から将棋を始め、小 2の秋から加
古川市にある井上慶太九段の教室で腕を
磨いた。昨年度行われた第76回奨励会三
段リーグで15勝 3 敗の成績で 2位とな
り、四段昇段を決め、姫路市出身の初の
将棋棋士となった。
　囲碁将棋部では、部員と将棋を指すの
はもちろんのこと、最近では部員に教え
てもらいながら囲碁も嗜んでいる。何ご
とにも手を抜けない性格で、学業や行事
に積極的に取り組む様子が見られるなど
いち高校生としての側面も垣間見られる。

―
現
役
最
年
少
プ
ロ
棋
士
―

炭す
み

﨑さ
き

俊と
し

毅き

さ
ん（
西
高
2
年
）
紹
介

白城会現役員
の紹介

○
理
事
長
…
…
…
空
地

顕
一
（
西
高
27
回
）

○
副
理
事
長
…
…
林
　
　
叔
子
（
西
高
29
回
）

　
　
　
　
　
　
　
鎌
谷

一
磨
（
西
高
32
回
）

　
　
　
　
　
　
　
大
西

雅
之
（
西
高
34
回
）

○
監
事
…
…
…
…
澤
田

千
博
（
西
高
20
回
）

　
　
　
　
　
　
　
坂
口

嘉
裕
（
西
高
38
回
）

No.62表紙にて紹介
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東 京 支 部

支部だより
各地のニュースがいっぱい!

発　　行 白城会本部
〒670‐0877 姫路市北八代2丁目1‐33
兵庫県立姫路西高等学校内
TEL 079‐281‐6635

ཧ ࣄ ௕ ۭ஍ݦҰ

෭ཧࣄ௕ ྛ ୩Ұຏɾେ੢խ೭חɾࢠ॑

ฤूҕһ Խҕһձੑ׆಺ฤूҕһɾന৓ձߍ

ҹ ࡮ ॴ ધ৔ҹࣜג࡮ձࣾ《姫路市定元町4‐2》

東 京 支 部 ʬ੢33ߴճɹҰ৭ɹढ़޺ʭ

京 都 支 部京 都 支 部 ʬ੢29ߴճɹݪɹྑݑʭ

　2025年度白城会京都支部
総会および懇親会を、 6月
28日㈯に開催いたしました。
空地理事長、千家校長をは
じめ 6名のご来賓の皆様と
共に、幅広い世代の方々に
ご参加いただき、笑顔あふ
れる和やかなひとときとなりました。今
年は、総会前に、俵屋吉富さんの京菓子
資料館での和菓子づくり体験を実施し、
参加者同士の交流がより深まりました。
　京都支部では、グループラインで情報
共有を行っています。京都・滋賀地区にご在住の白城会会
員の皆様、以下URLからご参加ください。お待ちしてい
ます。　　https://line.me/R/ti/g/XsuqjhC3v5

神 戸 支 部神 戸 支 部 ʬ੢１9ߴճɹ্月ɹོਖ਼ʭ

神戸支部本年度総会は2025年 9 月27日㈯を予定。支部
の連絡案内等はeMailを活用しています。希望の方は
《kzk5704t@yahoo.co.jp》を通じてアドレス登録をお願
いします。今年は恒例の明石城花見を中止しましたが、来
年のご参加よろしく。 7月 4日開催の高田賢三展&野里町
家カフェツアーには神戸支部より 5名参加、奇しくも本
部・京阪神 3支部合同となりました。新開地喜楽館にて上
方落語を楽しむ会を大阪支部と合同開催しています。

県 庁 支 部県 庁 支 部 ʬ੢₄₄ߴճɹ౻ݪɹେีʭ

　みなさまこんにちは。兵庫県庁では、200名以上の卒業
生が庁内各所で活躍しています。卒業生職員の交流を目的
として設けられた白城会兵庫県庁支部「兵庫県庁白城会」
では、支部総会（交流会）を年 1回程度開催しており、世
代や分野・職種を越えた交流の場となっています。交流会
だけでなく日頃の業務に関わることでも、卒業生ネット
ワークは一助になると思います。困りごとや相談事がござ
いましたら、お気軽に支部役員や幹事団へお声がけくださ
い。

姫路市役所支部姫路市役所支部 ʬ੢3ߴüճɹ℮ాɹӫ࡞ʭ

　姫路城とヴァヴェル城やシェーンブルン宮殿の姉妹城提
携、国際ヴァイオリンコンクールの企画など、日本の「姫路」
から世界の「HIMEJI」に向けたグローバルな取組みが着
実に進んでいます。少子高齢化による人口減少の中で、本
市が持続可能な発展を遂げていくため、活力ある「選ばれ
るまち」になることが必要です。姫路の若者が、姫路に誇
りを持ち、世界を視野に入れて活躍できるよう、姫路市役
所支部は会員約250名、市職員として日々、業務に邁進して
まいりますので、ご理解とご協力をお願いします。

大 阪 支 部大 阪 支 部 ʬ੢3１ߴճɹ஛಺ɹࠀ
よし

ۘ
なり

ʭ

　大阪支部では、 6月27日に、オンライン参加も含め西高
7回生～75回生までの26人の参加で常任幹事会を開き『支
部活性化検討チーム』からの報告を受け、今後の支部活動
について議論しました。
　今年度の支部総会は、12月13日㈯に中央電気倶楽部にて、
元加西市副市長の佐伯武彦氏（西高 8回生）を講師に招い
て開催することに決定しました。
　例年どおり、神戸喜楽館での上方落語同好会やミニ同窓
会、支部長杯ゴルフコンペを行う予定ですが、幹事会で
は、支部会員の趣味を生かした同好会を数多く作っていく
ことが提起されました。

　今年 2月、チューリッヒ中央駅で開催された日本の駅弁フェアにて、オープニン
グセレモニーおよび試食会の司会を務めさせていただきました。姫路の「まねき食品」
さんを含め、秋田・名古屋・姫路の 3社の駅弁メーカーが参加。日本大使やスイス
国鉄（SBB）の方々とともにリボンカットを行いました。本場の味が楽しめるとあっ
て注目を集め、会期中は連日長い行列ができるほどの盛況ぶり。海外でふるさとの
味が愛される光景に、司会者として、また姫路出身者として胸が熱くなりました。
これからもスイスの地で、日本文化の魅力を伝えて
いければと思っております。

■西高40回■
木下　陽子続・チューリッヒだより（世界で活躍する白城

会生）

左端が木下さん
左から4人目がまねき・竹田社長

　東京支部では、 6月21日㈯に「白城会東京のつどい」を
恒例のグランドヒル市ヶ谷で開催しました。つどいに先
立つ「新人歓迎 学生懇親会」には20名を超える大学生が
参加、来賓の空地理事長、千家校長らも含め合計約130名
の盛会となりました。なお、東京支部では
LINE公式アカウント登録をお勧めしていま
す。グルメ部、ゴルフ部、ハイキング部など
の各種交流イベントも用意して、多くの皆様
の参加をお待ちしています。
https://www.facebook.com/hakujokai.tokyo




